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安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

工事は販売店に依頼する 
 

工事には技術と経験が
必要です。 
火災、感電、けが、 
器物損壊の原因となり
ます。 

¡必ず販売店に依頼してください。 

異物を入れない 

水や金属が内部にはい
ると、火災や感電の原
因となります。 

¡ただちに電源プラグを抜いて、 
　販売店にご連絡ください。 

禁　止 分解禁止 

分解しない、改造しない 

火災や感電の原因とな
ります。 

¡修理や点検は、販売店にご連絡 
　ください。 

異常があるときは、 
すぐ使用をやめる 

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因となり
ます。 

¡ただちに電源プラグを抜いて、 
　販売店にご連絡ください。 

不安定な場所に置かない 

落下などでけがの原因
となります。 

 

禁　止 

ぬれた手で電源プラグの
抜き差しはしない 

感電の原因となります。 

 

ぬれ手禁止 

必ずお守りください

警告



4

電源プラグは根元まで 
確実に差し込む 

差し込みが不完全です
と、感電や発熱による
火災の原因となります。 

¡傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは 
　 使用しないでください。 

ケーブルを傷つけない 

重いものをのせたり、はさ
んだりするとケーブルが
傷つき、火災や感電の原
因となります。 

 

禁　止 

電源コードは、必ずプラ
グ本体を持って抜く 

コードが傷つき、火災や
感電の原因となります。 

 

電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない 

傷んだまま使用すると感電・ショート・火災の原因となりま
す。 

¡コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。 

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、
ねじったり、引っ張ったり、重いものを載せたり、束ねたりしない 

禁　止 

注意

落とさない、強い衝撃を 
与えない 

けがや火災の原因と 
なります。 

 

禁　止 

周囲に物を置かない 

非常時の操作の妨げに
なり、火災、災害の拡大
の原因となります。 

 

禁　止 

¡指定範囲は常に整理、整頓して 
　ください。 

定期的に点検をする 

非常時に作動しないと、
火災や災害を拡大する
原因となります。 

 ¡点検は、販売店や保守契約業者に 
　依頼してください。 

配線は正しく行う 

ショートや誤配線によ
り火災の原因となりま
す。 

 

湿気やほこりの多い場所に
設置しない 

火災や感電の原因と 
なります。 

 

禁　止 

指定以外の装置を 
接続しない 

火災や感電の原因とな
ります。 

 

禁　止 

安全上のご注意 必ずお守りください
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システム構成

■基本構成

操作部 

モニター1

正　面 側　面 

予備入力 
パネル部 

収納部 

モニター2 モニター3

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

■組み込める機器

ラジオチューナーユニット WU-T60  ･･･ 1
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■接続できる機器

システム構成

●調整室に設置する機器
線番号
w

y

u

!1

!2

!3

!4

!6

!7

A

B

!8

!9

@1

@7

@8

@9

#0

@6

@6

@0

品名

モニタースピーカー

CDプレーヤー

ミュージックチャイム

プログラムコントローラー
(タイマー)

ワイヤレス受信機

レピーター

AUX 1～3(音声予備1～3)

カメラ4・OHC

V-AUX1～4(映像予備1～4)

VTR1 (映像、音声入出力)
VTR2 (映像、音声入力)
VTR3 (映像、音声入出力)

VTR1 (Y-C入出力)
VTR2 (Y-C入力)
VTR3 (Y-C入出力)

LD/DVD

VTR2 (前面端子)

ラインモニター

マスターモニター

ヘッドエンド

TVアンテナ信号入力分配器

VTR3 Y/Cモニター

カメラ1～3リモートコント
ロールユニット

インカム・タリー

インカムヘッドセット

BSチューナー

RFコンバーター(BS混合用)

ヘッドホン

端子盤ユニット

電力増幅器

リレーユニット

WZ-255など

WZ-640など

WX-4020

WR-420A

LD、テープレコーダーなど

WE-MV180Aなど

カメラなど

VTR 2 は再生専用

VTR 2 は再生専用

音声はAUX入力を利用

VTR2は前面、後面どち
らか切り換えて使用

S-VHS仕様

C1～C3

MT-12MFB

ステレオ用　8Ω

WU-Q50Aなど

WU-P51、P52、P53

WU-R110

品番（仕様）

8Ω

接続可能台数
2

線材/備考

スピーカーコード

接続図
P35

t テープレコーダー(カセットデッキ) 1 単芯シールド線(ステレオ) P31

1 単芯シールド線(ステレオ) P31

1 単芯シールド線+ビニール線 P36

1

単芯シールド線

P13

1

ビニール線

P35

1 2芯シールド線 P35

3 単芯シールド線(ステレオ) P13

2 同軸線(3C-2V) P13

4 同軸線(3C-2V)+単芯シールド線 P31

同軸線(3C-2V)+シールド線(ステレ
オ)

P31

Y/C分離ケーブル(S-ビデオケーブ
ル)

P31

1
同軸線(3C-2V)+シールド線(ステレ
オ)

P31

1
同軸線(3C-2V)+シールド線(ステレ
オ) Y/C分離ケーブル(S-ビデオケー
ブル)

P31

3 同軸線(3C-2V) P32

1 同軸線(3C-2V)+シールド線 P34

1 同軸線(3C-2V)+単芯シールド線 P32

1 同軸線 P32

1
Y/C分離ケーブル(S-ビデオケーブ
ル)

P34

3
同軸線(3C-2V) S-ビデオケーブル
(カメラ1台のみ)

P33

3 4芯ケーブル P33

1 P13

1 同軸線 P32

1 同軸線 P32

1 P33

1 非常用放送設備と接続しないとき P41

最大360W

6以下

#2 プレビューモニター 1 同軸線(3C-2V) P34

線番号はシステム接続図（P13）の線番号に対応しています。

3
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●スタジオに設置する機器
線番号
q

e

!5

品名

スタジオモニタースピーカー

マイクロホン

カメラ1～4

ワイヤレスアンテナ

ワイヤレスマイクロホン

WM-433など

WX-4950

WX-4100Aなど

品番（仕様）

8Ω

接続可能台数
1

線材/備考

スピーカーコード

接続図
P35

3 2芯シールド線 P35

4 ケーブル P33

@2 スタジオモニターテレビ 1 同軸線(3C-2V)+シールド線 P34

2～4 同軸線 P35

インカムヘッドセット MT-12MFB 3 P33

線番号

@4

●教室その他に設置する機器

i

o

!0

@5

@5

品名

単局リモコンマイクまたは
多局リモコンマイク

マルチリモコンマイク

アンテナ(FM用)

アンテナ(AM用)

WR-110、105

WR-300

FM混合分配器付のもの

品番（仕様）

WR-101または

接続可能台数

1

線材/備考

2芯シールド線+ビニール線

接続図

P37

8 2芯シールド線+体形ビニール線 P38

@4 アンテナ(TV用) 1 同軸線 P32

1 同軸線
1 同軸線

アンテナ(BS用) 1 同軸線 P32

@3 教室用テレビ 同軸線 P32

#1 教室用スピーカー ハイインピーダンス型 耐熱電線(非常放送共用のとき)

ボリュームボックス 耐熱電線(非常放送共用のとき)

●非常用放送設備と接続するときの機器、工事部品
品名

リレーユニット

(端子盤ユニット：中継用)

品番（仕様）

WU-R72
(一般30局、非常15局)
(WU-Q50A)
(120端子)

接続可能台数

1台

1～2台

線材/備考 接続図

P44,45

リレーユニット
WU-R73
(一般10局、非常10局)

P43

15芯ケーブルまたは
ケーブルキット

W4-15L/21PR
WU-C70K
WU-C70D
WU-C70L
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システム構成

■接続や動作に必要な機器・工事部品

●電力増幅ユニット
・電力増幅ユニットはラックに組み込んでご使用ください。本機には絶対に収納しないでください。
・ラック形非常用放送設備と組み合わせる場合、ラック形非常用放送設備に収納した電力増幅ユニットを共用
することもできます。

品番 台数 高さ寸法(1U=44.45mm)

60 W WU-P51 4 2U

120 W WU-P52 3 2U

360 W WU-P53 1 3U

●リレーユニットWU-R110(高さ1U、スピーカーリレー10局)
・AVステーションには1系統(1元)10局分のスピーカーリレーを内蔵しています。
・1系統(1元)11局以上、または、3系統(3元)とするときは、リレーユニットWU-R110の増設が必要です。
・WU-R110は1台10局単位で、最大6台まで増設できます。

1系統(1元)  → 最大70局まで(通常は30局まで。70局までの増加設定可)

3系統(3元)  → 1系統 : 最大30局まで(WU-R110  2台)

2系統 : 最大20局まで(WU-R110  2台)

3系統 : 最大20局まで(WU-R110  2台)

●端子盤ユニットWU-Q50A(高さ3U、120端子)
・本機にはスピーカー接続用端子盤はありません。別途WU-Q50Aを1台準備してください。(非常用放送設備と
接続しない場合)

・他に15芯ケーブル(W4-15L/21PR)が、スピーカー10局に付き1本必要です。
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・必要機器
リレーユニット WU-R72、WU-R110

端子盤ユニット WU-Q50A(中継用)

15芯ケーブル W4-15L/21PR

ス
ピ
ー
カ
ー 

P A

P A

P A

ラック形 
非常用放送 
設備 

放送室用スピーカー線２本 

制御線４本 

シールド線チャンネル数 

スピーカー線 
（非常用放送設備の局数） 
PA出力５線＋ 
（３×チャンネル数） 

AVステーション 

非常放送用 
スピーカー 
 

リレー 
ユニット 

2. 電力増幅ユニットを共用する場合(リレーユニットはWU-R72を使います。)
2-1. WU-R72をAVステーションに収納する場合
・接続(P44～45)

ス
ピ
ー
カ
ー 

放送室用スピーカー線２本 

制御線3本 

スピーカー線 
非常局数＋１ 

AVステーション 

非常放送用 
スピーカー 
 

リレー 
ユニット 

壁　掛　形 
 
非常用放送 
設備 

P A

P A

P A

・必要機器
リレーユニット WU-R72(一般30局、非常15局。ただし、端子盤ユニットWU-Q50Aは中継用として必要。)

または、 WU-R73(一般10局、非常10局)、WU-R110

15芯ケーブル W4-15L/21PR

●非常用放送設備と接続する場合
(くわしくは、WU-R72、WU-R73、WL-7050Aなどの説明書をお読みください。)

1. 壁掛形非常用放送設備と接続する場合(電力増幅ユニットを共用せず、スピーカーのみ非常放送と切り換え
る。)
・接続(P44)
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システム構成

・必要機器
リレーユニット WU-R72、WU-R110

端子盤ユニット WU-Q50A(中継用)

15芯ケーブル W4-15L/21PR

ス
ピ
ー
カ
ー 

P A

P A

P A

リレー 
ユニット 

ラック形 
非常用放送 
設備 

放送室用スピーカー線２本 非常放送用 
スピーカー 

制御線５本 
シールド線チャンネル数 
モニター線 

(1chは2本、3chは4本)

スピーカー線（調整卓の１つのチャン 
ネルの局数＋４）×チャンネル数 

AVステーション 

2-2. WU-R72をラック形非常用放送設備に収納する場合
・接続（P44～45）
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DINコネクター変換ケーブル

●その他の工事部品
備考部品名 品番

ブランクパネル 1U W2-BPA／44

ユニット収納の空きスペースを覆うパネルです。ブランクパネル 2U W2-BPA／88

ブランクパネル 3U W2-BPA／132

パンチングパネル 1U W2-PPA／44
放熱効果を得たい場合のパネルです。

パンチングパネル 2U W2-PPA／88

2芯シールド線(1.6m)
YWL6655SR01
(サービス部品扱い)

複式プラグ付音声入出力用
注)短い場合は現地作成願います。

複式プラグ
YWPLUG-3
(サービス部品扱い)

1.6m以上の音声入出力線を現地作成する場合に必要です。
注)2芯シールド線は現地調達願います。

単頭プラグ
YPM-KM003BA
(サービス部品扱い)

音声入出力線を現地作成する場合に必要です。
注)2芯シールド線は現地調達願います。

ピンプラグ
YWPP001PLUG
(サービス部品扱い)

音声入出力線を現地作成する場合に必要です。
注)単芯シールド線は現地調達願います。

キーボード

マウス

W4-AVE／22

ミニDINタイプ

PS/2タイプ
画面をカスタマイズするときに使用します。

品　　名 外　観 数　量

20

3

取付ねじ M5×10

音量指示マーク
(6枚／シート)

アナウンスマイクロホン 1

カギ 2

取扱説明書 1

工事説明書 1

保証書 1

(次ページへ続く)

■付属品



品　　　　　　　　　　　　　　　　名

(続き)

12

システム構成

数　量

6

5

3

1

1

9

1

単頭プラグ

複式プラグ

DIN 4Pコネクター(タリー用)

DIN 5Pコネクター(リレーユニットWU-R110用)

DIN 6Pコネクター(チャイム制御用)

ブランクパネル(2U)(取付済)

コードクランプ
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■システム接続図 注：各線の番号はP6～7の線番号に対応しています。
本機の仕様については取扱説明書をお読みください。
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設置の前に

■設置上のご注意

1. 工事は必ず販売店に依頼してください。
2. システムを確認し、構成機器や工事部品、線材、コネクターなどに欠品のないように準備をしてください。
3. 電源電圧はAC 100 Vです。構成機器の消費電力を合算し、電源容量が不足して電圧が下がらないよう、充分
余裕をとって電源工事をしておいてください。

4. 工事の際は、各機器の電源スイッチを「切」にし、必ず電源プラグを抜いてから行ってください。
5. AVステーションの配線・接続は床にピット(通線溝)を設置すると、きれいに仕上ります。
6. 本機の設置場所は直射日光の当るところや、温風吹出口近くは避けてください。周囲温度は0 ℃～+40 ℃、湿
度は90％以下でお使いください。また、湿気、ほこり、振動の多い場所に設置すると故障の原因になります。

■AVステーション設置スペース

578

1734 (横幅は10～20mmの余裕をとってください)

578

69
0

79
0

袖卓 (WE-L190) 袖卓 (WE-L190)AVステーション 

0
音声モニター 

映像 
パターン 

10

一斉放送 
コールサイン スタジオ連絡 

ラストワン 
メモリー 登録 

緊急放送 

1 2 3 4 5 6 7 拡 
張 

音声 
パターン 1 2 3 4 5 6 7 拡 

張 

+10
出力レベル 

L R

+7
+4
+2
0
-2
-4
-7
-10
-20
-30

10

8

6

4

2

0

アナウンス 
マイク 

10

8

6

4

2

0

マイク 
1

10

8

6

4

2

0

マイク 
2

10

8

6

4

2

0

マイク 
3

10

8

6

4

2

0

テープ 

10

8

6

4

2

0

CD

10

8

6

4

2

0

A B C A

ミックス／ワイプ 

10

8

6

4

2

0

10

8

6

4

2

0

B

電源 
FM/AM 1 2 3 4 5 自動選局 

選局 

記憶 固定 入切 
0 10

FM  
AM

MEMORY

MHz
KHz 58 8 8.

578

 (
奥
行
き
は
50
m
m
以
上
の
余
裕
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
)

後揃え 

●設置スペース

下図は、本機の両側に別売りの袖卓(WE-L190)を設置するときに必要となるスペースです。
壁から50mm以上離して設置してください。

■電源について

本製品には本体1本、コンセントボックス2本、計3本の電源コードがあります。
電源コードは必ず遮断装置を介した次のいずれかの方法で接続してください。
（1）電源コンセントの近くに設置し、遮断装置(電源プラグ)に容易に手が届くこと。
（2）接点距離が3.0mm以上有する分電盤のブレーカーに接続する。ブレーカーは保護アース導体を除く主電源

のすべての極が遮断できるものを使用すること。

(単位：mm)（イラストはWL-AV200A）
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●通線孔の位置

●電源コンセント、端子部の位置、コードクランプの取り付け

後ろ側のケーブルカバー内に電源コンセントおよび端子部があります。
図のようにケーブルカバーと背板を取り外します。

67
0

32
5

60
0

290 160

通線孔 

両側面に、通線孔を設けてあります。 

通線するときは、つなぎ目(矢印)を 

ナイフで切って孔を開けてください。 

ケーブルカバー 

67
0

25

233630

46

610

9U
ま
で
 

ラ
ッ
ク
マ
ウ
ン
ト
可
能
 

SIGNAL
GND

接地工事を 
してください。 

レバー 

ケーブルカバー 

ケーブルカバー取付ねじ 

コンセント 

背板 

端子部 

qケーブルカバー取付ねじ3本をは
ずしケーブルカバーを取り外しま
す。（１度うしろにずらし、上に
持ち上げる）

w背板取付ねじ4本をはずして背板
を取り外します。

e端子部背面にある穴に付属のコー
ドクランプを差し込みます（端子
部の接続が完了したらコードをク
ランプします。また、レバーを動
かすことでバンド部分をゆるめた
りはずすことができます。）

r接地工事を忘れずに行ってくださ
い。
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■電源コンセントの配線

●AVステーションと連動させて電源をON／OFFさせたい機器は、操作部うしろのケーブルカバー内にあるコン
セントボックス(連動)から電源をとります。

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

SIGNAL
GND

必ず接地工事を 
行ってださい。 

●連動コンセントが足りないとき
電源制御ユニットWU-L62を別に増設してください。

C1 (POWER CONT IN )

C1 (POWER CONT IN )

AC100V 
常時コンセントへ 

電源制御ユニット 

AC100V 
常時コンセントへ 

電源制御ユニット 

AVステーション端子部 

AVステーション内のコンセント 
ボックスでAC連動が足りない時 
等使用します。 

(9ピンケーブル)

Power Controller WU-L62

Panasonic

Power Controller WU-L62

Panasonic

VTR1 VTR2 VTR3

カメラ4 OHC

L

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

モニタースピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L
R

t e t e

AC 100 V
ブレーカーからの常時電
源に接続してください。

設置の前に



17

●AVステーション本体へのAC電源線にノイズフィル
ターを接続する。

■電源ノイズの対策
●ノイズ源となるようなものに供給しているACコン
セントからできる限り離れたACコンセントより供
給する。

パソコン etc.

悪い例 良い例 

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

AC電源線 

音声系統線 音声系統線 

調光器系統線 調光器系統線 AC電源線 

ノイズフィルター 
ノイズフィルター 

調光器 調光器 

悪い例 

ノイズフィルターを入れても 
調光器系統線と一緒になって 
いるので効果なし 

それぞれの系統線を別にし、 
ノイズフィルターを入れる。 

良い例 

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

●ノイズフィルター紹介
ネミック・ラムダ株式会社
MBS－1205－22（5 A） PA 120 Wまで
MBS－1210－22（10 A） PA 120W～360Wまで
※接地アースを必ず接続してください。



コネクター
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■入出力コネクターとレベル・インピーダンス

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

ワイヤレス チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ CDAUX3/MD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

DIN
4 P

DIN
4 P

DIN
5 P

DIN
4 P

DIN
6 P

BNC BNC BNC BNC

BNC BNC BNC BNC

BNC BNC BNC BNC BNC

BNC BNC BNC BNC BNC

S端子 S端子 S端子 S端子 S端子 

BNC BNC BNC BNC

モレックス 
15P

0dB

HiZ

 単　頭 

0dB

HiZ

 単　頭 

0dB

HiZ

 単　頭 

1 W

8 Ω
 単　頭 

ー10dB 

HiZ

ピン 

0 dB 

HiZ

ピン 

ー8 dB 

HiZ

ピン 

ー8 dB 

HiZ

ピン 

0 dB 

HiZ

ピン 

0 dB 

HiZ

ピン 

0dB 

HiZ

単　頭 

0dB 

HiZ

単　頭 

0dB 

HiZ

単　頭 

ー14dB 

10k Ω

ピン 

ー14dB 

10k Ω

ピン 

ー14dB 

10k Ω

ピン 

0 dB 

600 Ω

複　式 

0 dB 

20k Ω

単　頭 

0 dB 

600 Ω

複　式 

ー60 dB 

600 Ω

複　式 

ー60 dB 

600 Ω

複　式 

ー60 dB 

600 Ω

複　式 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー32dB～ ー32dB～ 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー32dB～ ー32dB～ 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー14dB 

10k Ω

ピン 

ー14dB 

10k Ω

ピン 

ー32dB～ 

ー14dB 

10k Ω

ピン 

0 dB 

22k Ω

ピン 

ー22dB 

22k Ω

ピン 

ー24dB～ ー32dB～ 

ー22dB 

10k Ω

ピン 

ー32dB～ 凡例： 

規格レベル 

インピ－ダンス 

コネクター形状 

最大入力感度 
（ボリューム付入力端子のみ） 

予備入力パネル 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

入力端子名 レベル・インピーダンス

パ
ネ
ル
表
面

予備入力※1 音声：−22dB、10k Ω（最大入力感度-32dB）ピンプラグ(ステレオ)

ヘッドホン 音声：3mW、8 Ω 複式プラグ

ビデオ2

音声入力

映像入力

インカム※1

YC入力

音声：−14dB、10k Ω
映像：VS1.0 V[p-p]/75 Ω

映像：VS1.0 V[p-p]/75 Ω
C 0.286 V[p-p]/75 Ω

ピンプラグ(ステレオ)

ピンプラグ

複式プラグ

S-コネクター

●AVステーション端子部

●予備入力パネル

※1 予備入力パネル右上(FDDふたの上)に音量(レベル)つまみがあります。

設置の前に
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■設置について

悪い例 良い例 

逆にむけたり、横にむけて取り付けない。 まっすぐ垂直に 
取り付ける。 

3. アンテナの向き
●エレメントを下方に向けたり、横に向けたりせず、
垂直に設置する。

1. 室内等に設置の場合
●電波を遮へいする物(コンクリート壁など)からアン
テナを30 cm以上離す。
●電波をかく乱するものを同一室内または近くに置
かない。また、かく乱する物がある場所には設置
しない。

悪い例 良い例 

3m

壁に接近 

壁 壁 

30cm以上離すこと 

悪い例 良い例 

周囲を高い建物に囲まれている。 アンテナを高い位置に取り付ける。 

悪い例 良い例 

絶縁物 

絶縁物で 
保持する 

金属類で保持 

ホイップアンテナ 

3m

アンテナ 
端子へ 

30cm以上離す 

同軸線 

4. アンテナエレメントの保持
●屋内、屋外にかかわらず保持することは避ける。や
むを得ず保持する場合は、保持する材質は絶縁物を
使用する。

AMアンテナの設置工事について

2. 屋外に設置の場合
●周囲を高い建造物に囲まれている場合、アンテナ
を見通しのよい高い位置に設置する。



20

■アンテナに対するノイズ対策

悪い例 

AC100V

いくら同軸ケーブル 
でもだめ 

AC 
コンセント 

良い例 

AC100V

AC 
コンセント 

配管を 
あまり 
近づけない 

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

2. ケーブルの引き回し
●アンテナからのケーブルは同軸ケーブルを使用し、ノイズ源となるようなもののそばを通線しない。

悪い例 良い例 

モーター モーター 

離す 調光器 

1. ケーブルの配管
●アンテナから同軸ケーブルで配線しても、ACラインとは同一配管しない。できれば単独で配管する方が良い。

3. 同軸ケーブルアースの接続
●AVステーション本体のアース端子にシールド編組線を接続する。特に周囲のノイズが多い場合は必ず接続する。

悪い例 

ノイズ 
ノイズ 

ノイズ 

良い例 

ノイズ 

ノイズ 

P

ノイズ 

GND端子へ 

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

AMアンテナの設置工事について
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P28 制御パネル右のディップスイッチの設定
（機器構成に合わせて設定する）

P35

P31
～33

P24
～30

P5
～12

工事の手順についてのフローチャート
工事スタート

P19

P14
～17

P34

P36
～38

P39
～41

P42
～45

P64,
53

P74

P74

P75

P75
～76

P71
～72

P71
～72

P47
～58

P64
～65

P66
～68

P61

：AVステーションのパネル操作で設定します。

取扱説明書を合わせてお読みください。

パネル

工事終了

構成機器及び工事部品のチェック

建物関連のチェック

搬入及び概略位置など

P22
～23

袖卓のラックマウントスペースに機器を
収納

周辺機器の設置など

映像系とCD、カセットデッキの接続

モニター関連の接続

音声機器の接続

チャイム、リモコンマイクの接続

リレーユニット、PA、スピーカーの接続

非常用放送設備との接続

動作確認
（機器を動かして音声、映像、制御を確認する）

チャイム放送、音声入出力の音量調整と
映像モニター1～3の明るさの調整

スピーカースイッチ配置、名称変更など

映像パターンスイッチの設定、登録

音声パターンスイッチの設定、登録

ブロック放送の設定

リモコンの放送優先順位の設定

リレー接続先の設定

オフライン機能を立ち上げる

初期化操作

P46 電源の確認

総合チェック及びデーターのバックアップ
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ラックマウントのしかた

■マウント可能なユニットの基本寸法

1Uの高さ 
44.45mm

480mm

465mm

420mm

■AVステーション・袖卓へのラックマウント

ユニットの取付ピッチはいずれも、幅465 mm、高さ44.45 mm(EIA規格)です。この44.45 mmを1Uとして、ラッ
クに収納できる機器の高さや、収納容量を表しています。

●電力増幅ユニット(最大360 Wまで)は、袖卓に取り付けてください。電力増幅ユニットの上には必ずブランク
パネル(1U)を取り付けてください。
●袖卓にマウントするときは、袖卓用ラックアングルWL-Q08が必要です。(このとき棚板は使えなくなりま
す。)

●ワイヤレス受信機とRCU(リモートコントロールユニット)はできるだけ離してマウントしてください。
●リレーユニットのスピーカー線はアンテナやマイクなどの信号線とできるだけ離して配線してください。
●ラックマウントスペースが不足のときは、別途EIAラックまたはAVコンソール、袖卓(WE-L190)を設置してく
ださい。
●収納部、袖卓のラックマウントスペースに空きがあるときは、危険防止のため、必ずブランクパネルを取り付
けてください。

リレーユニットWU-R110は、初めにアドレスNO.設定(P29)をしてからマウントしてください。
詳しくはWU-R110の取扱説明書をご覧ください。

ご注意
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品　　名パネル外観寸法図 (  )内は高さ ラックアングル品番

リレーユニット

2波用
ワイヤレス受信機

4波用
ワイヤレス受信機

ワイヤレス
混合分配器

デジタル
ミュージックチャイム

電源制御ユニット

電力増幅ユニット
(AC-DC両用) 60W

WU-R110 付属

W2-LAB／A44

WX-4020

WX-4040

WX-4910

WZ-255
(またはWZ-248)

WU-L62

取付済
WU-P51

電力増幅ユニット
(AC-DC両用) 120W

WU-P52

プログラム
コントローラー

WZ-640 W2-LAB／A88

取付済

品　　番

465

44

465

88

電力増幅ユニット
(AC-DC両用) 360W

WU-P53

端子盤ユニット
WU-Q50A

WU-Q55

465

13
2

(1U)

(2U)

(3U)

リレーユニット

WU-R72

WU-R73

取付済

17
7

465

W2-MSS／5008飾りねじ(銀色)

(4U)

20本組

■ラックマウントできる機器
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ラックマウントのしかた
■ラジオチューナーの取り付けかた

qケーブルカバー取付ねじ3本を外しケーブルカバー
を取り外します。（一度うしろにずらし、上に持ち
上げる）

w操作パネル取付ねじ3本（手前裏にあるねじのうち
一番奥側3本）をゆるめて手前にスライドさせます。

ケーブルカバー

操作パネル

e操作パネルの手前を少し持ち上げて、更に手前に
引き、操作パネルを手前に倒します。

接続してあるコネクターを外せば操作パネル部と
本体を切り離すことができます。
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r操作パネル裏側のチューナーブランクパネル取付ね
じ4本を外しチューナーブランクとチューナー取付金
具（L／R）を外します。

tラジオチューナーに付いている取付金具をtで外
したチューナー取付金具に付け替えます。

チューナー取付金具R

ラジオチューナー

チューナー取付金具L

チューナー
ブランク

チューナー
取付金具(L)

チューナー
取付金具(R)

yラジオチューナーを取付ねじ4本で操作パネルに固
定します。



iラジオチューナーにアンテナ端子を接続します。
外れないようナットを締めてください。

o操作パネルを取り外して作業した場合、操作パネ
ルを本体スライドレールに引っかけます。その後、
eで外したコネクターを元通りに接続します。

アンテナ端子

26

ラックマウントのしかた
uマイクアンプ基板のCN3に取り付けられている6P

のコネクターをラジオチューナーに接続します。

6Pコネクター

CN3コネクターへ
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!1操作パネルを外すときと逆の手順（w,qの順番）
で、操作パネル、ケーブルカバーを元どおりに取
り付けます。

!0操作パネルを水平になるように倒します。操作パ
ネルの手前を持ち上げ奥に押し込みます。その後
wでゆるめたねじ3本をしっかりと締め付けて固定
します。

操作パネル

スライドレール

スライドレール



1 2 3 4 5 6 7 8

0 : 有 
1 : 無 

リモコンマイク 

チャイムリモコンの 
優先設定 

リレーユニット 
WU-R110 の 
接 続 台 数 

4 5 
 
0 0 
 
 
0 1 
 
 
1 0 
 
 
1 1

設定内容 

設定不可 

チャイム優先 
放送カット 

等レベル 
ミキシング 

チャイム優先 
放送ダウン 

0  (OFF) 
1  (ON)

DIP SW1
1 2 3 4 5 6 7 8
DIP SW2

0  (OFF) 
1  (ON)

WL-AV200A : 0固定 
WL-AV190A : 1固定 

台数 0 : 固定 

0 : 三系統 
1 : 一系統 

一系統/三系統 
切 換 

1 : 固定 

6 
5 
4 
3 
2 
1 
0

1 
0 
1 
0 
1 
0 
1

2 3 4

0 
1 
1 
0 
0 
1 
1

0 
0 
0 
1 
1 
1 
1

マルチリモコン 
の 接 続 台 数 

台数 

8 
7 
6 
5 
4 
3 
2 
1 
0

1 
0 
1 
0 
1 
0 
1 
0 
1

5 6 7

1 
0 
0 
1 
1 
0 
0 
1 
1 
 

1 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
1

8

0 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

特殊操作 

0 : 固定 

0 : 固定 

初期化操作 

操作部： 

登録 スタジオ連絡 

(タッチパネル画面)

ラストワン 
メモリー 

自己診断 

登録 電源SW

オフライン設定 

登録 コールサイン 電源SW

電源SW

操作部自己診断 

一斉放送 

一斉放送 

※必ず両方の初期化を行なってください。 

押しながら メイン電源SW オン 

制御部： 

登録 スタジオ連絡 

データー管理 データーの初期化 

スタジオ連絡 

スタジオ連絡 
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ンマイク リセット 

FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

マイク リセット 

！  警告 
接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

入力 

■AVステーションのディップスイッチ設定

制御パネル右にあるディップスイッチを設定してください。
出荷時は下図のように設定されています。

スイッチ設定変更後はP64の手順で必ず初期化の操作をしてください。
チャイムリモコンのディップスイッチ設定（SW1 - 4, 5）の際は、P75の「ご注意」を合わせてご覧ください。

設置のしかた

wディップスイッチの上に貼られている透明シート
をはがします。

q主電源スイッチが「入」になっている場合は「切」
にします。

eディップスイッチを設定した後、再び透明シート
を元の位置に貼ります。（再度貼付可能です。）

透明シート
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■リレーユニットWU-R110(スピーカーリレー)のアドレス設定

●リレーユニットWU-R110は、出荷時に次のように割り当てられています。AVステーションのディップスイッ
チ（SW2-2, 3,4）で設定した数だけ、操作モニター画面に表示され、動作します。（割当て変更は本体のオフ
ライン機能（P74）で行います。）

リレーユニット アドレスNo. 1系統 3系統
ch 1

ch 2

ch 3

ch 1

ch 2

ch 3

ch 1

A AVステーション内蔵分

合計6台70局

1

2

3

4

5

6

B

C

D

E

F

G

●アドレス設定は1番(B)から6番(G)まで、順に間をあけずに設定してください。(例：1台のときは1、3台のとき
は1、2、3とする)

●0、7～Fは設定しないでください。
●設定、変更は必ず電源プラグを抜いて行ってください。
●AVステーションの制御パネル右のディップスイッチ（SW2-2,3,4）を、WU-R110の台数に合わせて必ず設定し
てください。

01
2
3
4

5 6
7 8 9 A

B
C

DEF

ドライバーで回し、矢印を
番号に合わせる。
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■コネクター、プラグの取り付けかた

16mm
2mm 
 4mm

14mm

12mm 2～6mm15mm

5mm 
5mm

9mm

9

締
付
金
具 

はんだ 
付け 

シェル  

この部分を 
押しつぶす 

接
続
リ
ン
グ 

10m
m

か
し
め
る 

編
組
線
を
通
し
は
ん
だ
付
け 

１ ２ ３ ４  

１ ２ ３ ４  

ピンNo.

ピンNo.

q

w

e

A

B

ケーブル 
クランプ 

ホット 

アース 

●M形コネクターの取り付けかた 

● F形コネクターの取り付けかた 

●単頭プラグの取り付けかた 

●インカム・タリーケーブルの取り付けかた 

●ピンプラグの取り付けかた 

●BNCプラグのつなぎかた 

ア
ダ
プ
タ
ー
を
通
す 

先
端
を
処
理
す
る 

先
端
を
処
理
す
る 

(

編
組
線
を
よ
じ
る)

ね
じ
　
を
ゆ
る
め
て
か
ら 

矢
印
　
の
方
向
に
廻
し
て 

　
部
を
　
部
か
ら
引
き
ぬ 

き
ま
す
。 

単
頭
プ
ラ
グ
の
場
合
と
同
様
に 

シ
ー
ル
ド
ケ
ー
ブ
ル
の
先
端
を 

処
理
し
て
か
ら
左
図
の
よ
う
に 

接
続
し
ま
す
。 

締
付
金
具
を
ケ
ー
ブ
ル
に 

通
し
た
先
端
を
処
理
す
る 

外
側
の
切
り
口
よ
り
　
ミ
リ 

の
と
こ
ろ
で
絶
縁
物
を
切
り 

取
る 

シ
ェ
ル
を
挿
入
し
シ
ー
ル
ド
を 

適
当
な
長
さ
に
切
っ
て
は
ん
だ 

付
け
す
る
。 

シ
ェ
ル
に
接
続
リ
ン
グ
を
ね
じ 

込
ん
だ
後
締
付
金
具
を
ス
パ
ナ 

な
ど
で
固
く
締
め
付
け
る 

q
芯
線
を
通
し
は
ん
だ
付
け 

w

qw

キ
ャ
ッ
プ
を
通
す 

編
組
線
を
折
り
返
す 

リ
ン
グ
を
通
す 

絶
縁
体
と
編
組
線
の
間
へ 

コ
ネ
ク
タ
ー
を
差
し
込
む 

リ
ン
グ
を
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ 

な
ど
で
は
さ
ん
で
締
め
付 

け
る 

先
端
を
処
理
す
る 

は
ん
だ
付
け(

絶
縁
ビ
ニ
ー
ル 

が
溶
け
な
い
よ
う
に
、
素
早 

く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。)

は
ん
だ
付
け(

素
早
く
流 

し
込
む
よ
う
に
行
い
外
に 

盛
り
上
げ
な
い
こ
と
。)

F形コネクター 

B

A

　
部
に
　
部
を
差
し
込
ん
で 

か
ら
右
に
廻
し
て
ね
じ
　
で 

固
定
し
ま
す
。
最
後
に
ね
じ 

　
で
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
し
ま 

す
。 

A

B

ね
じ
　
を
ゆ
る
め
て
ケ
ー
ブ
ル 

に
　
部
を
通
し
て
か
ら
ケ
ー
ブ 

ル
を
配
線
し
ま
す
。(

線
長
は 

実
際
に
使
用
す
る
長
さ
に
し
て 

く
だ
さ
い
。)

e

e

q

B

注意：使用するケーブルは3C-2Vを推奨します。これよりもケーブル径が大きいとケーブルカバーの内側に
当り、ケーブルカバーが取り付かないことがあります。その場合は3C-2Vケーブルを中継して接続し
てください。
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■
V
TR
1、
2、
3、
LD
/D
V
D
、
C
D
、
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
等
の
接
続

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

17A

17A

19

19

19

18

18

6

5

5

17A

17A

17B

17A

17A

17B

17A

17A

17A

17A

17B

S-VHS-VTR 1

S-VHS-VTR 2 映像出力 

映像入力 

Y-C出力 

音声出力 

S-VHS-VTR 3 映像出力 

映像入力 

Y-C入力 

音声出力 

音声入力 

S-VHS-VTR 2(前面)

音声出力 テープ 

映像出力 

映像出力 

Y-C出力 

音声出力 

音声出力 

音声出力 

V-AUX1～4も同様 

※ V-AUX1, 2の使いかたは取扱説明書の 
　 「AVリモコン放送」をお読みください。 

音声出力 
CD

音声入力 

LD/DVD AUX2

VTR1

VTR3

テープ 

音声入力 

映像出力 

音声出力 

Y-C出力 

ステレオカセットデッキ 

コンパクトディスクプレーヤー 

予備入力機器 

16

16

AV予備入力機器 

マルチレーザーディスクプレーヤー 

VTR2の前面端子を使用する場合 
前面予備入力パネル 

音声入力 映像入力 YC入力 

L R

ビデオ-2入力 

AVステーション 
端子部 

※ 

13

●
映
像
ミ
キ
サ
ー
使
用
時
に

LD
/D

V
D
の
音
声
が
音
声
ミ
キ
サ
ー
に
入
力
さ
れ
な
い
の
で

A
U

X入
力
端
子
に
並
列
に
接
続
し
て
く
だ

さ
い
。
マ
ル
チ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
使
用
時
は

C
D
の
入
力
端
子
に
並
列
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

(音
声
が
歪
む
と
き
は
レ
ベ

ル
を
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

)

●
接
続
用
ケ
ー
ブ
ル
は
各
機
器
に
付
属
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
か
ま
た
は
現
場
に
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
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AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

24

28

21 21 21

28

28

28

28

28

23

29

現地製作 

現地製作 

注2

VHFアンテナ 

UHFアンテナ 

現地製作 

現地製作 

現地製作 

現地製作 

ラインモニター１ 

ラインモニター(WV-CM1470)の場合 

ラインモニター２ ラインモニター３ 

AC100V 
常時電源コンセントへ 

単頭プラグは付属品 
（３個） 
 

アンテナ入力 幹線出力 モニター出力 

ヘッドエンド(HE200シリーズのとき)

BSチューナー 

VTR

VTR

RFコンバーター 

U/V 
混合器 

分配器 

分配器 

※金属シールドタイプを 
　必ず使用。 

教室テレビ 教室テレビ 教室テレビ 

直列ユニット 

教室テレビ 教室テレビ 教室テレビ 

直列ユニット 直列ユニット（端末用） 

直列ユニット 直列ユニット 直列ユニット（端末用） 

チューナー付VTR等に接続 

注1

分配器 

AVステーション端子部 

注
1：
下
記
の
接
続
で
は
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
出
力
を

V
T

R
の
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー

入
力
と
し
て
い
る
た
め
、
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
出
力
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
択

す
る
と
発
振
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
振
す
る
場
合
は

V
T

R
の

T
V
チ

ュ
ー
ナ
ー
設
定
か
ら

H
E
の
出
力
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

注
2：

T
V
ア
ン
テ
ナ
に
は
ア
レ
ス
タ
ー
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
出
力
、
TV
ア
ン
テ
ナ
、
教
室
テ
レ
ビ
の
接
続
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■
A
V
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
カ
メ
ラ
、
イ
ン
カ
ム
・
タ
リ
ー
の
接
続

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

RCU 2

現地製作 

26

15

RCU 1

15

RCU 3

26

26

26

26

26

15

26

4P DINコネクター 
は付属品（３個） 

Sービデオケーブル 

VIDEO

VIDEO
S-VIDEO 
OUT

タリー／インカム タリー／インカム VIDEO タリー／インカム 

AC100V AC100V AC100V

カラービデオカメラ 

AVステーションの 
連動コンセントへ 

スタジオケーブル 

AVステーションの 
連動コンセント 

スタジオケーブル 

カラービデオカメラ カラービデオカメラ 

ヘッドセット 
※1

ヘッドセット 
※1

ヘッドセット 
※1

AVステーションの 
連動コンセントへ 

スタジオケーブル 

q

w

e

r

q

w

e

r

記号名　　ピンNo. ピンNo.     記号名 

  タリー 

  GND 

インカムH 

インカムL

4            1 
  3       2

ピン配置 
( 4P DIN コネクター)

ハンダ面視図 

( 4P コネクター)

AVステーション側　　　　　　　　　　　　　RCU側 

インカムタリーコネクター 
4P  DIN コネクター 

インカムタリーコネクター 
4P  コネクター  

DIN コネクターへの配線 

コネクターのはめ合わせが悪いとき 
は複式プラグに取り換えてください。 

 

ヘッドセット 
               ※1

※１ ヘッドセット品番：MT12-MFB13-110号プラグ付き 
　　　　　　　　　　　（アシダ音響） 

AVステーション予備入力パネル AVステーション端子部 

※AVステーションとカメ
ラ、インカム間の音が
歪む場合は、3番ピンを
接続しない様にしてく
ださい。(WV-RC35等の
RCUを使用すると音が
歪むことがあります。)
ただしWV-RC550はe, 
rが逆になっています
のでインカムL r - e 
RECEIVE間を接続して
ください。 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

●
タ
リ
ー
／
イ
ン
カ
ム
は
カ
メ
ラ

1、
2、

3の
み
接
続
で
き
ま
す
。

●
V

TR
－

V
TR
、
カ
メ
ラ
－

V
TR
間
の
非
同
期
ミ
キ
シ
ン
グ
方
式
の
た
め
、
カ
メ
ラ
に
ゲ
ン
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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■マスターモニター、スタジオモニター、プレビューモニターの接続

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

22
27

2727

30

ご注意 
 
WL-AV200Aでは、映像ミキサーの映 
像が常に出力されます。 

(YC専用) 
VTR3モニター 

マスターモニター 

スタジオモニター 

現地製作 

現地製作 
現地製作 

AVステーション端子部 

32

プレビューモニター 
(WL-AV200Aにおいて
映像ミキサーでクロ 
マキーなどを使用す 
るときに必要です。
WL-AV190では接続し
ないでください。)
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■音声機器の接続
(マイクロホン、ワイヤレス受信機、レピーター、スタジオスピーカー、モニタースピーカー)

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

3

11
12

現地製作 

レピータへ 

現地製作 

現地製作 

マイクロホン（３本） 

ワイヤレス 
アンテナ 

ワイヤレス受信機 

オーディオミキサー 
または 
レピーター 

単頭プラグは 
付属品 
 

複式プラグは 
付属品 

マイク入力3

ワイヤレス 

1

スタジオ 
スピーカー 

モニター 
スピーカーL

モニター 
スピーカーR

スリーブ(S)

リング(R)

チップ(C)

（複式プラグ） 

S 
C 
H

FG

不平衡２線式マイクロホンの時はそのままで 
使用してください。 
 
平衡３線式のマイクロホンのときは複式プラグを 
使用して以下の様に接続してください。　 
 

マイクプラグへの配線 

AVステーションやリモコン 
からの緊急(一斉)放送時でも 
スタジオスピーカーからは 
音が出力されません。 
 

AVステーション端子部 

2

1

2 2 2 2

ご注意 
 



接
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■
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
の
接
続

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

ピンNO. 信号名 
チャイム　1
チャイム　2
チャイム　3
GND

GND
+24V

 

ピン配置 
(6P-DINコネクター) チャイムリモコン　(1系統)

ピンNO. 信号名 
チャイム　1
チャイム　2
チャイム　3
GND

GND
+24V

 

チャイムリモコン　(3系統)

DINコネクターへの配線 

 制御 

 COM
-3

-2

 制御 

 COM
-3

-2

1チャンネルのみチャイム放送をするとき 

3チャンネルともチャイム放送をするとき 

1 
2 
3 
4 
5 
6

ベルタイマー 
TD71

AC 
100V

負荷1

負荷2

7-1

7-2
7-3

1 2 3 4 5 6 7 8

単
芯
シ
ー
ル
ド
線 

 

エレクトロミュージックチャイム 
起動 

曲目 コモン 制御 
チャイム 
出力 

AC100V

常時100V

AC100V 
50/60Hz

現地制作 

現地制作 

DINコネクター 
(6P)は付属品 

ハンダ面視図 

AVステーション端子部 

・タイマー・チャイムのAC 100 V電源はAVステーション

のAC連動コンセントから供給しないでください。常時

AC 100 Vの出ているコンセントへ接続してください。

・ミュージックチャイム用のタイマーには松下電工(株)製

TD-71、またはプログラムコントローラーをお使いくだ

さい。(プログラムコントローラーをお使いの時はプログ

ラムコントローラーの取扱説明書をご参照ください。)

・出荷時は、チャイム放送を優先した一般放送とのミキシ

ング状態に設定してありチャイム起動時、一般放送は小

さくなります。(約20 dBダウン)ただし一斉放送になりま

すので放送していない場所でもミキシング放送が聞こえ

ます。

・チャイム優先放送(一般放送はカットされ、チャイム放送

のみ一斉になる)にするには、制御パネル右のディップ

SW1-4をOFF(0 : 上側)、1-5をON(1 : 下側)にしてくださ

い。(P28)

・完全ミキシング放送(チャイム放送と一般放送の一斉ミキ

シング放送になります。ただし、一斉放送になりますの

で一般放送をしていない場所でもミキシング放送が聞こ

えます。)にするには、制御パネル右のディップSW1-4を

ON(1 : 下側)、1-5をOFF(0 : 上側)にしてください。

(P28) 

・P75の「ご注意」も合わせてご確認ください。

ご注意
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■
多
局
リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
(W
R
-105、

110)の
接
続

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

信号名 
SP1

SP2

SP3
SP4

SP5
SP6
 

SP7

-1

x 8

x 7

信号名 
SP8

SP9

SP10
一斉 

コールサイン 
放送制御 

 

+24V

GND

0V
+24V

放送制御 

コールサイン 

C
H

CCOM
CKO

CI
C2
C3
C4
C5

CC6
CC7
CC8
CC9
CC10  

リモコンマイク端子部 

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
-10

-11

-12
-13
-14
-15

(WR-110またはWR-105)

-1

-17

0V
+24V

放送制御 

コールサイン 

C
H

CCOM
CKO

CI
C2
C3
C4
C5

CC6
CC7
CC8
CC9
CC10  

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
-10
-11

-12
-13
-14
-15

リモコンマイク 
(WR-110またはWR-105)

 C C6～C10は 
    WR-110の場合 
    のみ接続します。 

C C6～C10はWR-110 
　の場合のみ接続します。 

ご注意 
リモコンマイクを使用する時は 
制御パネル右のディップSW1-2 
をOFF(0)にしてください。 
(P28参照)

リモコンマイク 
WR-110(10局用) 
WR-105(5局用)

単頭プラグ 
は付属品 

制御線(10局：15本)

 現地制作 

音声線 
(単芯シールド 線)

シールド 

 AVステーション端子部 
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AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

－2

－2

 AVステーション端子部 

C

B

Aマルチ 
リモコン1

マルチ 
リモコン3

マルチ 
リモコン2

音声 

LB+へ 

LB+へ 

LB–へ 

LB–へ 

LB+へ LB–へ 

H C G

LA

+ –

RSA

+ –

LB

+ –

RSB

FG+ –
ライン入力 
–22dB  10kΩ 

1 2 3 4

0 (OFF)

1 (ON)

マイク音量調整 
コールサイン 音量調整 

ライン入力音量調整 

マルチリモコン 
個々のアドレス 
アドレス 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

1 
0 
1 
0 
1 
0 
1 
0

1 2 3
0 
1 
1 
0 
0 
1 
1 
0 
 

0 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
0

1 : レピーターなし（2線式） 

　　1,000m以内総延長距離 

 

アドレスは抜けやダブリのない 
ように1から順に設定してくだ 
さい。 
 
※リモコン別にアドレスを 
　設定します。 

※マルチリモコンのディップスイッチ設定 

※1 AVステーションと接続した時の総延長距離は1,000m以内です。 

それぞれアドレス設定が必要です。 
また、4のレピーターのSWは“1”に設定してください。 

ディップスイッチ 
（キャップを外すと下にあります。） 

ご注意 

マルチリモコンマイクを 
使用する時は、使用台数に 
応じて制御パネル右のディッ 
プSW2-5～8をセットしてく 
ださい。（P28参照） 

ご注意 

マルチリモコンでリモコンするとき 

2芯シールド線 

対形ケーブル(1対)

延長距離と線径 

音声線(2芯シールド線)

1000m ※1

対形ケーブル 
(1対)AV 100 VAV 100 VAV 100 V

AC 100 V

AC 100 V

AC 100 V

※最大8台まで 

信号名 
LB+

LB−
LB+

LB−
FG

 

距離 200m以下 500m以下 1,000m以下 

0.26mm2以上 0.35mm2以上 0.5mm2以上 公称 
断面積 

データ線(ツイストペア線)

距離 200m以下 690m以下 880m以下 

φ0.65mm φ0.8mm φ0.9mm

1,090m以下 

φ10mm線径 

切　　入 
電源 

!0

!0

－1
!0

現地制作(ツイストペア線を使用すること)

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

WR-300 AVステーション接続端子部 

■
マ
ル
チ
リ
モ
コ
ン
マ
イ
ク
(W
R
-300)の

接
続
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AVステーション端子部 

PA1 

 

PA2 

 

PA3 

 

 

連動 

出力 

 

出力 

 

リレー 
ユニット 

スピーカー 
リレー 

連動 

PA1

1ch

1ch

3Pコネクター 

15Pコネクター 

WU-Q50A 
端子盤ユニット 

15P 
コネクター 

T1

T2

T3

T4

T5

T6

T7

T1

T2

T3

T4

T5

T6

T7

制御線（送信、受信） 
ツイストペア線 

制御線 
WU-R110に付属 

リレーユニットD出力 
PA IN   e

リレーユニットG出力 
PA IN   y

2ch

リレーユニットB出力 
PA IN   q

リレーユニットE出力 
PA IN   r

3ch

15P 
コネクター 

15P 
コネクター 

15P 
コネクター 

リレーユニットC出力 
PA IN   w

リレーユニットF出力 
PA IN   t

PA2

2ch

3Pコネクター 

PA3

3ch

3Pコネクター 

11局～20局 1局～10局 

61～70局 
1ch

21局～30局 

1ch  （１系統） 2ch  （2系統） 

51局～60局 41局～50局 

3ch  （3系統） 

31局～40局 

2ch

15P 
コネクター 

15P 
コネクター 

15P 
コネクター 

●電力増幅ユニット
入力ジャック AVステーション端子部のPAアウトへ
PA OUT 1chのPA OUTはAV-ステーション端子部のスピーカーリレー入力を通り、1chのリレー

ユニットWU-R110のPA INを並列接続する。
2ch、3chのPA OUTは、各々2ch、3chのリレーユニットWU-R110のPA INを並列接続
する。

●リレーユニットWU-R110

制御端子(送信、受信) AVステーション端子部のリレーユニットコネクター(5P

DIN)から、全部のリレーユニットを次々に接続する。
(本機とリレーユニット間はツイストペア線2本、各リレー
ユニット間はWU-R110の付属ケーブル使用)

スピーカーリレー入力(PAIN) 電力増幅ユニットPA OUTへ
スピーカーリレー出力(15Pコネクター) 端子盤ユニットWU-Q50Aへ

■リレーユニットWU-R110、電力増幅ユニット、スピーカーの接続

●非常用放送設備と接続しない場合

(注)q～y：リレーユニットアドレスNO.
Ｅ　　：15芯ケーブル(W4-15L/21PR)
リレーユニットは、アドレスNO.設定と、制御パネル右
のディップスイッチ設定が必要です。
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※WU-R110スピーカーリレー出力コネクター(信号名)

・リレーユニット、電力増幅ユニット、スピーカーの接続では、次のことにご注意願います。
・各機器の配線長はユニットを引き出せるくらいの余裕をとってください。
・本機端子部のスピーカーリレー入力端子(CとK2間)、及びWU-R110のPA IN端子(CとK2間)に付いているショ
ート金具は外さないでください。
・WU-R110のアドレス設定※1と、AVステーションのディップスイッチ設定※2を忘れずに行ってください。

※1 それぞれアドレス設定(1～6)が必要です。アドレスは抜けやダブリの無いように1から順番に
設定する。

※2 増設リレーユニット(WU-R110)を使用する時は使用台数に応じてAVステーションのディップ
SW2-2～4を設定する。

ご注意

■スピーカーリレー出力コネクターの信号名と最大許容出力

!3
!4
!5

!0
!1
!2

u
i
o

r
t
y

q
w
e

q SPOUT 1
w SPOUT 2
e SPOUT 3
r SPOUT 4
t SPOUT 5
y SPOUT 6
u SPOUT 7
i SPOUT 8
o SPOUT 9
!0 SPOUT 10
!1 KO
!2 PA
!3 NC.
!4 SP  COM
!5NC.

PA

SPOUT 1

SPOUT 2

SPOUT 10

1回線当たり 
120Wまで 

1端子台当たり 
360Wまで 

スピ－カ－リレ－入力 
または 
PA IN

AV-ステーション端子部 

スピーカーリレー出力 

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 



41

●
接
続
例
(W
U
-Q
50A
を
使
用
す
る
場
合
)

送信 受信 

15P 15P 15P

T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8

T1 T5

T6

T7

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP

T8

上記T1と同じ様に配線する。 

AV
機
器
専
用
 

非
連
動
 

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

AC
 1
25
V 
15
A 

FU
SE

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

A
V
機
器
専
用
　
連
動
A
C
10
0V

1.
5A

1.
5A

AV
10
0 

3A

AV
10
0 

3A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

1.
5A

ラジオアンテナ 

カメラ1

BB

V-AUX2

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

V-AUX1

PA OUT1

V-AUX3 V-AUX4 カメラ1 カメラ2 カメラ3 カメラ4 OHC

プレビュー 

カメラ2 カメラ3 リレーユニット チャイム リモコン 

制御 

映像入出力 

映像入力 

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

SP2

SP1 SP3 SP5 SP7 SP9 一斉 放送制御 
マルチリモコンマイク リセット リモコンマイク 

GND LB-

SP4 SP6 SP8 SP10 コールサイン +24V LB+ FG
！  警告 

接続可能な機器は本機および 
接続される機器の取扱説明書 
をお読みください。 

DIP SW1 DIP SW2

VTR3 VTR3

L

L
R

VTR1 VTR2カメラ1VTR3VTR1 ライン(HE)1

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

ライン(HE)2 ライン(HE)3

出力 

出力 入力 

ワイヤレス 

入力 

VTR2VTR1 VTR3 LD/DVD

マスター 
モニター1

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

マスター 
モニター2 モニター 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

q
w
e
r
t

DINコネクターの配線 

記号名 

TX＋ 

TX－ 

RX＋ 

RX－ 

ピンNo.

GND

ツイストペア線 

リレーユニット 
１台目 

リレーユニット 
２台目 

次のリレーユニットへ 

２芯シールド線 
WU-R110に付属 

1  2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 

T1 T5

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15 1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 

T2 T6

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 

T3 T7

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 

1   2   3   4   5   6   7   8   9   10 11 12 13 14 15

SP SP SP SP SP SP SP SP SP SP        P        SP
C 
O 
M

A

緊
　
急 

T4 T8

上記T1と同じ様に配線する。 

ボリューム 
ボックス 

スピーカー 

N(H)

COM

SP

R 
N

1ch E

2ch E

3ch E

15P

現地調達 

DINコネクター(5P) 
は付属品 

ツイストペア線 

5P DINコネクターの配線 

赤　　白 
H        C

赤　　白 
H        C

赤　　白 
H        C

電力増幅ユニットに付属 
1ch 
電力増幅ユニット 
(WU- P51～53)

2ch 
電力増幅ユニット 

3ch 
電力増幅ユニット 

AC100V

AC100V

AVステーションの連動コンセントへ 

AC100V
AVステーションの連動 
コンセントへ 

AC100V
AVステーションの連動コンセントへ 

AC100V
AVステーションの 
連動コンセントへ 

電力増幅ユニットに付属 

電力増幅ユニットに付属 

リレーユニット 
(WU-R110) 
１台目 ( B:アドレス1 )

リレーユニット 
2台目 ( C:アドレス2 )

アドレスSW

アドレスSW

WU-R110 
制御端子の接続 

端子盤ユニットWU-Q50A

AVステーション端子部 

ご注意 
 
¡端子のグランド（　）＋、－ 
　の接続は正しく行ってください。 
¡接続後は必ず端子カバーを取り付 
　けてください。 
 



接続のしかた

42

■リレーユニットを使って壁掛形非常用放送設備と接続した例

AVステーション端子部 
E

E

PA1 

 

PA2 

 

PA3 

 

連動 

出力 

 リレー 
ユニット 

連動 

PA1

1ch

4Pコネクター 

DINコネクター 

制御線（送信、受信） 
ツイストペア線 

出力 

E

2ch

4Pコネクター 

出力 

E

出力 

E

出力 

E

出力 

非常用SP入力 
外部制御 

業務用SP入力 
リレーユニット 
（WU-R73） 

リレーユニット 
（WU-R73） 

外部制御（PA入力） 
業務用SP入力 

業務用PA入力 

業務用SP入力 

リレーユニット 
（WU-R73） 

リレーユニット 
（WU-R73） 

外部制御（PA入力） 
業務用SP入力 

業務用PA入力 

業務用SP入力 

リレーユニット 
（WU-R73） 

リレーユニット 
（WU-R73） 

外部制御（PA入力） 
業務用SP入力 

業務用PA入力 

PA2

3ch

4Pコネクター 

PA3

AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

41～50局 51～60局 

AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

3ch

21～30局 31～40局 
2ch

AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

1～10局 11～20局 
1ch

非常用 
放送設備 

5

E

C

F

［別売工事部品］ 
（片側を切り、各線を直接配線します） 

¡電力増幅ユニット(PA)は壁掛形非常用放送設備、AVステーションの両方に持ちます。
¡非常系統、AVステーションの出力は360Wまでです。
¡電力増幅ユニット(PA)

入力ジャック ..........................................→AVステーション端子部のPAアウトへ。
PA OUT...................................................→WU-R73の業務用PA入力または外部制御PA入力へ。

¡リレーユニット WU-R110

制御端子(送信、受信) .............................→前ページ参照。
スピーカーリレー入力(PA IN) ...............→接続しない
スピーカーリレー出力(15Pコネクター) .→WU-R73の業務用スピーカー入力へ。
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SIGNAL
 GND AC100V

　業務用 
 ＰＡ入力 

電源 
（点検用） 

スピーカー制御入力 スピーカー制御入力 外部制御 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10C
O
M

C
O
M

EHG 
24V

ラック 
起動 

RU 
＋ 

DC 
24V
入
力
 

優
先
表
示
 

モニタ PA入力 
EH C H C

業務用 スピーカー入力 スピーカー入力 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10K
0

F
G

K
0
K
1

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

1      2       3      4       5 6      7       8      9      10
スピーカー出力 

N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C ZN
R

1      2      3      4      5
N R N R N R N R N R

6      7      8      9     10
N R N R N R N R N R

非常用スピーカー入力 

COM COM

 電力増幅ユニット 

AVステーション端子部 〈WU-R73〉 

〈WU-R110〉 

15芯ケーブル接続（片側を切り、各線を直接配線します。） 
（W4-15L/21PR） 

非常用スピーカー入力へ 

ツイストペア線 

AVステーションの 
連動コンセントへ 

電
力
増
幅
ユ
ニ
ッ
ト
に
付
属 

業務用PA入力へ 

外部制御EMG24V,RU＋,E

外部制御PA入力H,Cへ 

※スピーカーリレー出力 

AC100V 
AVステーションの 
連動コンセントへ 

AC100V 
AVステーションの連動コンセントへ 

ボリューム 
ボックス 

COM

　  ※スピーカーリレー出力コネクター 
　信号名 
　AVステーション,WU-R110

現地調達 

¡リレーユニット(WU-R73)内部基板のCN105を ラック 側にします。 
　工場出荷時は、 デスク 側になっています。 
¡リレーユニット(WU-R73)外部制御の起動端子とE端子をジャンパー線で接続します。 
¡各機器の配線長はユニットを引き出せる程度の余裕をとってください。 
¡AVステーションのスピーカーリレー入力端子（CとK2間）、及びWU-R110のPA IN端子（CとK2間）に付いている 
　ショート金具は外さないでください。 
¡WU-R110のアドレス設定（P29）と、AVステーション本体のデイップスイッチ設定（P28）を必ず行ってください。 
¡リレーユニットをAVステーションに収納する場合は、非常用放送設備からの線は、耐熱ケーブル 
　（現地調達）を使用してください。 

お願い 

非常用放送設備 

他のWU-R110へ 

N N
R
C

C

PA入力 H.Cへ 

  3線式 
（A.T.T.あり） 

  2線式 
（A.T.T.なし） 

N

COM

N
R

……未使用 

……未使用 

　※スピーカーリレー出力 

PA OUT1
スタジオ 
スピーカー1W/8ΩPA OUT2 PA OUT3

リレーユニット 

●接続例(1chのみ)
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接続のしかた

　電源 
（点検用） 

警告 

K
1
C
O
M

H  C H  C H  C H  C C  H

モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 出力 EMG 

24V
ラック 
起動 

RU 
＋ 

PW
R 
OU
T DC 

24V
入
力
 
1   2   3

優先放送 チャイム 
優
先
 

E

1CH 2CH 3CH
PA入力 

非常用 
PA出力 モニタスピーカー 外部制御 

業務用1CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

業務用2CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

業務用3CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

16           17           18           19           20           21           22           23           24           25           26           27           28           29          30           
スピーカー出力 

N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C

N  R  C N  R  CN  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C
1　　　 2 　　　 3        　4　　　  5              6            7           8            9           10            11          12          13         14          15

スピーカー出力 

Z
N
R

F
G

1　　 2　 　3　    4　     5 6　　 7　 　8　    9　    10 11      12      13      14      15 16      17      18      19      20 21      22      23      24      25 26      27      28      29      30
非常用スピーカー入力 

N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R

感電の恐れあり 
スピーカー入出力端子に 
触れない 

〈リレーユニット  WU-R72〉 

¡リレーユニット(WU-R72)の内部ジャンパーの設定が必要です。 
¡各機器の配線長はユニットを引き出せる程度の余裕をとってください。 
¡AVステーション端子部のスピーカーリレー入力端子（CとK2間）、及びWU-R110のPAIN端子（CとK2間） 
　に付いているショート金具は外さないでください。 
¡WU-R110のアドレス設定（P29）とAVステーション本体のディップスイッチ設定（P28）を必ず行ってください。 
¡リレーユニットをAVステーションに収納する場合は、非常用放送設備からの線は、耐熱ケーブル 
　（現地調達）を使用してください。 
¡WU-R110のスピーカーリレー入力（PA IN）は接続しません。
¡WU-R110の制御端子（送信・受信）の配線は、P41をご参照ください。 

お願い 

COM COM COM COM COM

3CH 2CH 1CH 3CH 2CH 1CH

非常用ライン入力 ＰＡ用ライン出力 業務用ライン入力 

AC 100V

3CH 2CH 1CH非常用ＰＡ出力 

ＰＡ入力 

SIGNAL
 GND

12

Panasonic

スピーカ制御入力 スピーカ制御入力 C
O
M

C
O
M

入出力制御ユニット　WU-R55の前面端子盤 

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

緊急 
外部 
制御 

GND
RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 9 10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

GND RU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1 ライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSG−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

非常リモコン（遠隔操作器） 

緊急外部制御 

上段 

下段 

マルチリモコン端子 非常リモコン接続端子 

一般リモコン接続端子 外部制御入力接続端子 

音
声
出
力 

上段 

中段 

下段 

C

R

N

EL1 EL2 EL3 EL4 EL5 EL6 EL7 EL8 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカー出力（COM） 

自火報起動入力 スピーカ出力（R） 
EL9 EL10 EL11 EL12 EL13 EL14 EL15 EL16 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8

EL17 EL18 EL19 EL20 EC EC COM CONT SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（N） EMG24V 

ブレイク 

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカー出力（COM） 

SP18SP19SP20

SP20SP19SP18SP17SP16
スピーカ出力（R） 
SP15SP14SP13

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（N） 

SP18SP19SP20

● SP1～20スピーカー出力端子 
Cは、5回線毎に2本接続 

入出力制御ユニット　WU-R52Aの前面端子盤 

● EL1～EL20 
EC

自動火災感知器 
起動入力端子 

自火報へ＋ 

－ 

非常操作 
ユニット 
アナウンス 
入力へ 

緊急放送の起動 
端子です。 

リレーユニットをAVステーション側に収納する場合 

WU-R52A 
Z3PA1へ 

1CH用PA 
A1PA OUTへ 

2CH用PA 
A1PA OUTへ 

3CH用PA 
A1PA OUTへ 

切る 

片側を切り各線を 
延長し直接配線します。 
 現地作成 

耐熱ケーブル 
1.2 mm2

非常操作 
ユニット 
WK-850A

(E2 DATA BUS)

ミキサー 
ユニット 
WU-M60A

(M
3 
P
W
R
 C
O
N
T
 O
U
T
)

(ラ
イ
ン
出
力
)

（業務入力） 

（
E3
 P
W
R
 C
O
N
T 
O
U
T）
 （
E4
 P
W
R
 

   
C
O
N
T 
IN
）
 

(LINE OUT1)

(A1 PA OUT)

(A3 DC24V)

(IN PUT1)

2CH用 
電力増幅 
ユニット 
WU-P53

(IN PUT1)

(IN PUT1)
(A1 PA OUT) (A3 DC24V)

(A4 DC24V)

D
5
D
4

D
3 (D1 BATT CONT)

(Z3PA1)

(Y2 DATA BUS)

1CH用 
電力増幅 
ユニット 
WU-P52

3CH用 
電力増幅 
ユニット 
WU-P53

電源制御 
ユニット 
WU-L62

（蓄電池 
　NCB600×2） 

入出力制御 
ユニット 
WU-R55

(A1 PA OUT) (A3 DC24V)

(A4 DC24V)

非常電源 
ユニット 
WP-570B

増設用出力 
制御ユニット 
WU-R52A

(Y1 CONT  
 BUS B)

(Z1 CONT  
 BUS IN)

（蓄電池 
　NCB600×2） 

非常電源 
ユニット 
WP-570B

(C1 PWR CONT IN)

(D1 BATT CONT)D
4

D
3

(Y4 PWR CONT OUT)

(Y7 BATT CONT)

(Y6 BATT CONT)

アナウンスユニット 
接続端子 

デジタルアナウンス 
ユニット 

WZ-260

BUSY COM

Ｄ 

〈
　
〉
 

Ｃ 

〈
　
〉
 

Ｂ 

〈
　
〉
 

Ａ 

〈
　
〉
 

(MON)

 

〈D〉〈C〉〈B〉 

〈G〉〈F〉〈E〉 
 

〈A〉 
〈後面〉 

AC100V 
50/60Hzへ 

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド 

6 5

COM

端子台に接続する場所は、 
PA,リレーユニットに付属のケーブル 
（片側を切り、各線を直接配線） 

リレーユニット 

リレーユニットを非常用放送設備側に収納する場合 

AVステーション 
または 
WU-R110

リレーユニットの収納場所に合わせて、 
業務用PA入力または端子台に接続 ※1

業務用PA入力へ 

切る 

  片側を切り、各線を 
  延長し直接配線します。 
（現地作成） 

AVステーション 
端子部 

〈WU-R110〉 

〈WU-R110〉 

15芯ケーブル W4-15L/21PR〔別売工事部品〕‥‥‥片側を切り、各線を直接配線します。 

ツイストペア線 

※スピーカーリレー出力 
AC100V 
AVステーション 
連動コンセントへ 

※スピーカーリレー出力コネクタ 
　信号名 
　AVステーション,WU-R110

チャイム 
リモコン 

5 GND→Eへ　6 ＋24V→WU-R72ラック起動へ 

現地調達（リレーユニットを 
AVステーション側に収納時 
耐熱ケーブル） 

〈E〉 

〈F〉 

〈G〉 

PA1 

PA2 

PA3

1ch
リレーユニット 

DIN 6P コネクター 

2ch

3ch

B ： 1

C ： 2

DIN 5P コネクター 
現地調達 

15芯ケーブル 

PA入力、非常用PA出力の 
接続仕様 
赤：K1へ 
白：COMへ 
黄：モニタHへ 
黒：モニタCへ 

※1

K
J
M
H

H
M

K
J

〈L〉 
〈2〉 

〈1〉 
リレーユニットの 
付属ケーブル 

……未使用 

……未使用 

〈4〉 
〈3〉 

〈2〉 
〈1〉 

〈K〉 

〈H〉 

〈M〉 

〈J〉 

C1C1

SWI I

OV

COM COM

DC24V入力 
DC24V出力 
最大3.6A

外部EMG 
メイク・ブレイク 

外部PWR 
CONT

■リレーユニットを使ってラック形非常用放送設備と接続した例

●非常系統の出力は1080Wまでです（1chあたり出力は360Wまでです）
●一般放送30局、非常放送30局までです。
●放送室に非常専用のスピーカーが必要です。（放送室の階の系統へ接続）
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接続のしかた

■束線のご注意

●図のように電源ケーブル、スピーカーケーブル、入力ケーブルをそれぞれ別々に束線してください。
●電源ケーブルと入力ケーブルなどのレベルの極端に異なるケーブルを一緒に束線しないでください。
●束線はある程度余裕をとり、ユニットが前へ引出せる位の長さにしてください。

■接続・配線の点検

入力ケーブル スピーカー配線等 電源ケーブル 

インカム音量 予備入力レベル キーボード マウス 
100 100

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 

1 2 3

Intelligent AV station WL-AV200APanasonic

q主電源スイッチをONにしてヒューズが切れたりしないか確認します。
wテスターでAC電圧を確認してください。
e各機器の電源を、1つずつONにしてください。異常があれば、すぐに全ての電源をOFFにし、接続を再確認し
てください。

qすべての接続が終わりましたら電源をONにする前に再度配線・接続を点検してください。
w各ユニット間、リモコンマイクやチャイムの接続ミスや配線忘れがありませんか?

eAVステーションのディップスイッチ設定（P28）を再確認してください。

■電源の確認

主電源スイッチ 

電 

入 

切 

ＡＶ機器専用 

非連動 
ＡＣ１００Ｖ　 ２Ａ 

源 

ヘッドホン インカム 
音声入出力 

予備入力 

Ｌ Ｒ 

音声入力 映像入力 ＹＣ入力 
ビデオ2入力 

Ｌ Ｒ 
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スピーカースイッチ配置のしかた

■スピーカースイッチ配置の
フローチャート

■スピーカーレイアウト変更
の起動

マウスとキーボードを本機前面予備入力パネル部
のそれぞれのコネクターに接続しておいてくださ
い。

ご注意

1主電源スイッチを入れます。

2システムが起動すると、タッチパネル画面の表
示がいったん消えます。表示が消えてから数秒
後に、操作パネルの電源スイッチを入れてくだ
さい。

3マウスの右ボタンを押します。[小物]メニューの
[スピーカーレイアウト変更]を選択します。

4スピーカースイッチの「標準配置」ウインドウ
が開き、スピーカースイッチ配置が表示されま
す。(すでに設定されたものがあるときは、その
配置が表示されます。)

スピーカーレイアウト変更の起動 

システム情報の設定 

変更した内容で標準配置されます。 

背景の設定 

スピーカースイッチの設定 

設定の保存 

スピーカーレイアウト変更の終了 
 

レイアウトデータの登録 

標準　　自由位置への変更 

変更なし 

変更 

変更なし 

変更 

システム情報に基づき、初期状態で 
標準配置または自由配置されます。 

現在の状態は自由配置か NO 
 

YES

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 G-1

標準配置 

FDDフタ 
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スピーカースイッチ配置のしかた

■システム情報の設定

システム情報には音声放送1系統／3系統、リレーユ
ニットの接続台数の設定があります。必ずシステム
に合わせてください。

1マウス右ボタンを押します。[設定/登録]メニュー
の[システム情報]を選択します。

終了 
表示 
設定／登録 
スピーカーレイアウト 
背景 
ウィンドウ 
小物 

Ｅ 

システム情報 
初期状態へ 

設　定 

１系統 

リレーユニットの割当 

オプションリレーユニットの台数 

システム情報の設定 

音声1系統／3系統切換 

A B C D E F G

２系統 

３系統 

0 1 2 3 4 5 6

１系統 ３系統 

次のようなパネルが開きます。

出荷時は上記の設定になっています。次回の起動
時、設定した値が初期値として表示されます。

2以下の項目を設定します。これらの項目は「AV

ステーションのディップスイッチの設定」と
「オフラインモードのリレー接続先の設定」とを
一致させる必要があります。

•音声1系統／3系統切り換え
•オプションリレーユニットの台数
•リレーユニットの割当（1系統のときは設定でき
ません）
選択するとインジケーターが点灯します。

3以上の設定が終わったら[設定]をクリックしま
す。

次のようなパネルが開きます。どれかを選択し
てください。

取り消し  廃棄して終了  保存して終了  

システム情報を設定しますか。 

取り消し　　：確認パネルを閉じ、システム情
報の設定に戻ります。

廃棄して終了：今回の設定を無効にしてシステ
ム情報の設定を終了します。

保存して終了：今回の設定を保存してシステム
情報の設定を終了します。

4［保存して終了］の場合、設定した内容に従っ
て標準配置されます。

例：1系統でオプションリレーユニットの台数を
3に設定した場合

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

標準配置 

既に自由配置で設定されたものがある場合、その
内容は削除され上記の様になります。

ご注意
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■標準↔自由配置への変更

音声放送[どこへ]の[えらぶ]選択時に表示するウィン
ドウの画面を変更できます。
[標準配置]と[自由配置]があります。

• [標準配置]ではスピーカースイッチが行と列に整然と
並びます。

• [自由配置]では建物内の実際の配置に合わせたスピー
カー配置で表示することができます。またあらかじ
め作成した背景図形を貼り込めば、より実際に近い
レイアウトにすることができます。
これらのレイアウトについては導入する学校などの
要望を聞いて決めてください。

●標準配置から自由配置へ変更の場合

現在の状態が標準配置で自由配置に変更する場合、
以下の操作を行ってください。

1 [スピーカーレイアウト]メニューの[自由配置]を
選択します。

既に標準配置で設定されたものを起動していると
きは次のような確認パネルが開きますのでどちら
かを選択してください。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 G-1

自由配置 

••1

••2

••3

いいえ  は　い  

標準配置データが削除されます。 
よろしいですか？ 

はい　：標準配置のデーターを削除し、確認パネ
ルを閉じ、自由配置の表示を行います。

いいえ：何もせずに確認パネルを閉じます。

2 [はい]を選択した場合、「標準配置」ウィンドウ
が消え、「自由配置」ウィンドウ（下図のような
2つのウィンドウ）が表示されます。

•スイッチの配置を表示するウィンドウが「自由配
置」ウィンドウとして表示されます。

•スイッチを選択する「スイッチ選択」ウィンドウ
がサブウィンドウとして表示されます。

•リレーユニットの接続台数によって表示状態が変
化します。

システム情報設定で1系統が設定されているとき
「スイッチ選択」ウィンドウの2、3は動作しません。

終了 
表示 
設定／登録 
スピーカーレイアウト 
背景 
ウィンドウ 
小物 

Ｅ 

標準配置 
自由配置 
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スピーカースイッチ配置のしかた

3背景の設定をします。

■背景の作成
自由配置で使用する背景は、基本エディタの
「基本図形編集」で作成した図形を使用します。
図形の作り方は、電子マニュアルの「自由配置
の背景の作り方」や「基本図形編集」をご覧く
ださい。（P78）
ただし、背景図形のデーターサイズが64Ｋバイ
トを超える場合はイメージデーターのみが使用
可能です。

基本エディタで作成した背景を設定するには、
背景の貼り込み、背景の移動、背景の削除など
の操作により行います。

■背景の貼り込み
作成した図形はドラッグもしくはトレー経由で
自由配置のウィンドウに貼り込みます。ウィン
ドウの左上を原点とし、スイッチの図形の後ろ
に表示されます。既に背景がある場合、背景を
貼り込むと削除確認パネルが表示されますので、
いずれかを選択してください。

■背景の移動
背景の位置を変更したいときは、背景をウィン
ドウ内で移動させます。背景が設定されている
状態で[背景]メニューの[選択]を選択すると、背
景の矩形がちらつき枠で示されます。ちらつき
枠内部で左ボタンを押しながらマウスをドラッ
グ移動します。
•ドラッグ移動中に自由配置ウィンドウの外で左
ボタンをリリースするとドラッグ移動は無視さ
れます。

•背景が選択されている状態でちらつき枠外部で
左ボタンをプレスすると選択状態は解除されま
す。

•現在のウィンドウからはみ出した位置への移動
はできません。

■背景の削除
背景を削除したいときは、背景が選択されてい
る状態で[背景]メニューの[削除]を選択します。

■背景色の変更
背景色（背景の地の色）を設定する場合は[背景]

メニューの[背景色変更]を選択します。色設定の
パネルが表示されますので、設定する色と濃さ
をクリックにより選択し、[設定]をクリックしま
す。

はい　：背景を削除し、確認パネルを閉じます。
いいえ：何もせずに確認パネルを閉じます。

•データーサイズが大きすぎたり、ウィンドウよ
り大きな背景は貼り込むことができません。

終了 
表示 
設定／登録 
スピーカーレイアウト 
背景 
ウィンドウ 
小物 

Ｅ 

トレーから複写 
トレーから移動 
選択 
削除 
背景色変更 

いいえ  は　い  

現在の背景が削除されます。 
よろしいですか？ 

取り消し  

ウィンドウ背景色を選んでください。 

色　： 

濃さ： 

設　定  
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4スピーカースイッチの設定
「自由配置」ウィンドウにスピーカースイッチを
設定していきます。
「自由配置」ウィンドウ／「スイッチ選択」ウィ
ンドウの上にスピーカースイッチをドラッグに
より移動／貼り込みします。「自由配置」ウィン
ドウ上の未使用及び一時待避するスピーカース
イッチは先に削除しておくと便利です。
(参考）スピーカースイッチは系統ごとに色分け

されています。

スイッチの削除：
「自由配置」ウィンドウ上のスイッチ選択後、
キーボードの[Delete]を押してそのスイッチを
削除します。削除されたスイッチは自動的に
「スイッチ選択」ウィンドウ内に移動されます。
3系統のときはスイッチのアドレスにより自動
的に1から3系統を認識します。

スイッチの選択：
「自由配置」ウィンドウまたは「スイッチ選
択」ウィンドウ上のスイッチをクリックする
ことでそのスイッチを選択します。
スイッチの移動：
「自由配置」ウィンドウ上のスイッチをドラ
ッグで移動し、「自由配置」ウィンドウ上でリ
リースする事で移動が確定します。現在の
「自由配置」ウィンドウからはみ出した位置へ
の移動はできません。
スイッチ貼り込み：
「スイッチ選択」ウィンドウ上の三角形をク
リックするたびにスイッチのアドレスがアッ
プ／ダウンしますので貼り込みたいアドレス
に設定します。そのウィンドウ上のスイッチ
をドラッグで移動し、「自由配置」ウィンドウ
上でリリースする事で貼り込みが確定します。
使用するアドレスが全て「自由配置」ウィン
ドウ上にある場合は、貼り込みはできません。

格子点拘束
[表示]メニューの[格子点拘束]を選択すると、以降
のスピーカースイッチの配置を格子点で拘束する
ことができます。編集するものを整然と配置する
ことができます。自由配置の編集中のみ有効で、4

ドッド間隔の格子点です。

5「自由配置」ウィンドウをスピーカースイッチ
数に応じた見やすいウィンドウサイズに変更し
ます。ウィンドウ右下部分をドラックして、ウ
ィンドウサイズを変更してください。

このとき変更可能な範囲は以下の通りです。
最大：横幅：画面サイズ

縦幅：画面サイズの上から5/6位まで
最小：スピーカースイッチがはみ出さないサ

イズ。横幅は標準配置でスイッチ約4個
分以下にはなりません。

•自由配置の例を示します。

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D一斉 ４階 

３階 

２階 

１階 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B一斉 

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5

A一斉 

A-6 A-7運動場 

自由配置 

・スイッチの移動／貼り込みで、スイッチが重な
り合うことはできません。
・スイッチの設定後、背景を貼り込むと、1番下に
貼り込まれます。

ご注意
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スピーカースイッチ配置のしかた

●自由配置から標準配置へ変更の場合

現在の状態が自由配置で標準配置に変更する場合以
下の操作を行ってください。

1 [スピーカーレイアウト]メニューの[標準配置]を
選択します。

2「はい」を選択した場合、「自由配置」ウィンド
ウが消え、「標準配置」ウィンドウが表示されま
す。ウィンドウにマトリクス状の配置で表示さ
れます。

•リレーユニットの接続台数によって表示状態が変
化します。

終了 
表示 
設定／登録 
スピーカーレイアウト 
背景 
ウィンドウ 
小物 

Ｅ 

標準配置 
自由配置 

いいえ  は　い  

自由配置データが削除されます。 
よろしいですか？ 

既に自由配置で設定されたものを、再び起動し
ているときは確認パネルが表示されますのでど
ちらかを選択してください。

はい　：自由配置のデーターを削除し、確認パネ
ルを閉じ、標準配置の表示を行います。

いいえ：何もせずに確認パネルを閉じます。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 G-1

標準配置 
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■初期状態へ戻るとき ■レイアウト変更の終了

1 [設定／登録]メニューの[初期状態へ]を選択しま
す。

次のようなパネルが開きます。

はい　：配置のデーターを削除し、確認パネルを
閉じ、出荷状態の表示を行います。

いいえ：何もせずに確認パネルを閉じます。

2 [はい]を選択した場合、「標準配置」ウィンドウ
が出荷状態で表示されます。

終了 
表示 
設定／登録 
スピーカーレイアウト 
背景 
ウィンドウ 
小物 

Ｅ 

システム情報 
初期状態へ 

いいえ  は　い  

レイアウトデータが初期状態に 
変更されます。よろしいですか？ 

設定を終える場合は、「自由配置」または「標準配置」
ウィンドウ内の[↵ ]をクリックします。

システム情報、自由または標準配置、背景色に変
更があれば、保存確認パネルを表示しますので選
択してください。

取り消し　　：確認パネルを閉じ、自由配置また
は標準配置の設定に戻ります。

廃棄して終了：今回の設定を無効にして自由配置
または標準配置の設定を終了しま
す。

保存して終了：今回の設定を保存にして自由配置
または標準配置の設定を終了しま
す。

保存したデーターは、主電源を入れ直すとシステ
ムに反映されます。主電源スイッチを切り、5秒程
度待って入れ直してください。

取り消し  廃棄して終了  保存して終了  

データを書き換えます。よろしいですか？ 

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 G-1

標準配置 スピーカーレイアウト変更の操作中は、電源スイ
ッチや音声／映像パターンスイッチなどのタッチ
パネル画面（マウス、キーボード）以外の操作は
行なわないでください。
（誤動作を起こす可能性があります。）

ご注意
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スイッチの名前の変更・環境設定
●クラス換え等でスピーカースイッチの名前の変更
や入れ換えをしたいときに使用します。
次のスイッチの名前を変更できます。
•スピーカースイッチ
•音声／映像　拡張パターンスイッチ
•音声／映像予備入力

■スピーカースイッチの名称
変更状態の入りかた

1主電源スイッチが「入」ならスイッチを押し
「切」状態にする。

2予備入力パネルにキーボードを接続し操作可能
な状態にする。
キーボード接続については、P49を参照してくだ
さい。

4q登録スイッチを押す。登録スイッチのLEDが点
灯したらwスタジオ連絡スイッチ→eラストワン
メモリースイッチ→r電源スイッチの順に押す。
登録スイッチのLEDが点灯しない場合は、再度登
録スイッチを押してください（スタジオ連絡、ラ
ストワンメモリースイッチは押しても点灯しませ
ん）。

「名称変更・環境設定」画面が表示されます。
（スピーカー表示の数はオプションのリレーユニ
ットによって変化します。またレイアウトによ
って既に設定された物がある場合はその配置で
表示されます。）

この画面では以下のことが行えます。

名 前 変 更：全角1～6文字までの範囲で
名前が変更できます。

名 前 入 れ 換 え：指定した2箇所の名前を入れ
換えます。

拡張パターン予備入力：拡張パターンスイッチ
と予備入力の名前を変
更できます。

映像放送CH設定：映像放送チャンネル表示の
設定ができます。

デ ー タ ー 管 理：各種データーのバックアッ
プ・復元・初期化を行うこ
とができます。

切 

入 

電源 

0
音声モニター 

10

一斉放送 
コールサイン スタジオ連絡 

ラストワン 
メモリー 登録 

緊急放送 

r

w e q

電源 
(入／スタンバイ)

・キーボードを接続する必要があります。
・本画面の操作中は、以降の説明で指示された場
合を除き、タッチパネル以外（電源スイッチや
音声／映像パターンスイッチなど）は操作しな
いでください。
（誤動作を起こす可能性があります。）

ご注意

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 環境設定 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

3主電源スイッチを入れ、システムを起動する。
起動すると、タッチパネルの画面がいったん消
えます。
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■スピーカースイッチの名称変
更のしかた

1 [変更] 表示が緑色になっていない場合は［変更］
を指で押し緑にします。次に名前を変更したい
スイッチを指で押します。

押下したスピーカースイッチが緑色に変わり、
「スピーカー名変更」パネルが表示され名前変更
状態になります。

2キーボードを使って文字を入力する。

・全角文字で6文字（1行3文字で2行）まで入力する
ことができます。
・全角文字で3または6文字全て入力しないときは、
スペースキーで文字の位置を調整します。

3文字入力後、内容を確認して「スピーカー名変
更」パネルの［設定して次へ］または［取り消
し］を押す。

・［設定して次へ］を押すと、自動的に入力した名
前を登録し、次の放送場所の名前入力状態になり
ます。

移動方向
［A-1］→［Aｰ2］→･･･［A-8］→［B-1］･･･

・［取り消し］を押すと現在入力中の名前を元に戻
して、名前入力状態を継続します。

4 1～3を繰り返して次々に入力する。

5変更が終了したら、「スピーカー名変更」パネル
の［とじる］を押す。

現在入力中の名前を元に戻して、名前入力状態
を終了します。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 環境設定 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

スピーカー名変更 

スピーカ名 

リレーユニット：C リレー番号：１ 

取り消し 設定して次へ 

C－1

とじる 

スピーカー名変更 

スピーカ名 

リレーユニット：C リレー番号：１ 

取り消し 設定して次へ 

C－1

とじる 

・本機の文字入力は、ローマ字かな変換方式です。
・かなを直接入力することはできません。
・文字は全て全角です。半角は入力できません。
・文字入力の詳細については、電子マニュアル
（P78参照）の「システムの使い方：システムの
予備知識：文字を入力する」をご覧ください。

ご注意
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スイッチの名前の変更・環境設定
■スピーカースイッチの名前
を入れ換えるときの操作の
しかた

1q［入換］を指で押し緑色にする。
w名前の入れ換え元とe入れ換え先の場所を指
で押します。

押下したスピーカースイッチが緑に変わり、「ス
ピーカー名入換え」パネルが表示され名前入れ
換え状態になります。

2内容を確認してパネルの［設定］または［取り
消し］を押します。

・［設定］を押すと、入れ換え元と入れ換え先が
入れ換わり、「スピーカー名入れ換え」パネルが
消えます。そして次の放送場所の入れ換え状態
になります。
・［取り消し］を押すと入れ換えられずに、「スピー
カー名入換え」パネルが消えます。そして次の
スピーカースイッチの入れ換え状態になります。

3継続して行う場合は1～2を繰り返します。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 
環境設定 

映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

スピーカー名入れ換え 

入れ換え元 

取り消し 設　定 

C－1

入れ換え先 D－1

■拡張パターン・予備入力機
器の名称変更操作のしかた

1「名称変更・環境設定」画面で［拡張パターン
予備入力］を指で押します。

「拡張パターン／予備入力名称設定」パネルが表
示されます。

2「音声拡張パターン」欄には、現在設定されて
いる音声拡張パターンの名称が一覧表示されま
す。名称変更したいパターンを選択して、[変更]

をクリックします。変更したい名称が表示され
ていない場合は、スクロールバーを操作して表
示させてください。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 
環境設定 

映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

とじる 

A一斉 

B一斉 

C一斉 

D一斉 

E一斉 

F一斉 

G一斉 

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカ名 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 
環境設定 

映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

拡張パターン／予備入力名称設定 

音声拡張パターン 
拡張　　　１ 
拡張　　　２ 
拡張　　　３ 
拡張　　　４ 
拡張　　　５ 

拡張　　　１ 
拡張　　　２ 
拡張　　　３ 
拡張　　　４ 
拡張　　　５ 

変 更 

映像拡張パターン 

変 更 

予備入力（音声） 

音声 　予備1

音声 　予備2

音声 　予備3

予備入力（映像） 
映像 　予備1
映像 　予備2
映像 　予備3
映像 　予備4

変 更 変 更 

とじる 

名称入力パネルが表示されます。
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3新しい名称をキーボードから入力します。

•全角文字で6文字（1行3文字で2行）まで入力す
る事ができます。

•全角文字で3または6文字全て入力しない時は、
スペースキーで文字の位置を調整します。

4名称入力後、内容を確認して[設定]または[取り
消し]をクリックします。

• [設定]をクリックすると自動的に入力した名称
を登録し、次のパターンの名称入力状態になり
ます。

• [取り消し]をクリックすると現在入力中の名称
を元に戻して、名称入力状態を継続します。

5 3～4を繰り返して次々に入力します。

6変更が終了したら[とじる]をクリックします。
名称入力状態を終了します。その時入力の名称
は、元の名称に戻ります。

7 1～6と同様の操作を行い、拡張映像パターン・
予備入力（音声）・予備入力（映像）のうち必
要なものの名称変更を順次行います。

設  定 取り消し 

とじる 

1年生全教室 

8全ての名称変更が終了したら、「拡張パターン／
予備入力名称設定」パネルの［とじる］をクリ
ックします。

「名称変更・環境設定」画面に戻ります。

とじる 

A一斉 

B一斉 

C一斉 

D一斉 

E一斉 

F一斉 

G一斉 

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカ名 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 
環境設定 

映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

拡張パターン／予備入力名称設定 

音声拡張パターン 

変 更 

映像拡張パターン 

変 更 

予備入力（音声） 

音声 　予備1

音声 　予備2

音声 　予備3

予備入力（映像） 
映像 　予備1
映像 　予備2
映像 　予備3
映像 　予備4

変 更 変 更 

とじる 

１年生全教室 
拡張　　　２ 
拡張　　　３ 
拡張　　　４ 
拡張　　　５ 

拡張　　　１ 
拡張　　　２ 
拡張　　　３ 
拡張　　　４ 
拡張　　　５ 

・本機の文字入力は、ローマ字かな変換方式です。
・かなを直接入力することはできません。
・文字は全て全角です。半角は入力できません。
・文字入力の詳細については、電子マニュアル
（P78参照）の「システムの使い方：システムの
予備知識：文字を入力する」をご覧ください。

ご注意
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■名称変更・入れ換え状態の終了のしかた

1「スピーカー名称変更・環境設定」画面でパネ
ルが表示されていないときに、［とじる］を押し
ます。

内容に変更があれば、保存確認パネルを表示し
ますので選択してください。

取 り 消 し：確認パネルを閉じ、「スピーカー
名称変更・環境設定」画面に戻
ります。

廃棄して終了：今回の設定を無効にして「スピ
ーカー名称変更・環境設定」画
面を終了し「音声映像放送」画
面に戻ります。

保存して終了：今回の設定を保存して「スピー
カー名称変更・環境設定」画面
を終了し「音声映像放送」画面
に戻ります。

2キーボードを外しネジ1本でFDDフタを取り付け
ます。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 
環境設定 

映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

取り消し  廃棄して終了  保存して終了  

現在の内容は元の内容と異なっていますがどうし 

ますか？ 

スイッチの名前の変更・環境設定

FDDフタ 

内容を変更したら必ず「スピーカー名称変更・環
境設定」画面の［とじる］を押して終了してくだ
さい。電源スイッチを切る等、［とじる］を押さず
に終了すると、変更内容をバックアップすること
はできません。また、この状態で、主電源スイッ
チを切ると変更内容は破棄されます。

ご注意



59

映像放送CH設定の変更のしかた
■映像放送CH設定状態の入り
かた

1スピーカースイッチの名称変更状態の入りかた
（P54）の1～4の手順を行い「スピーカー名称変
更・環境設定」画面を表示さます。

2［映像放送CH設定］を指で押します。

「映像放送CH設定」パネルが表示されます。

1 1系統ー［ 1］CHを指で押します。

■映像放送チャンネル設定・
変更

映像放送画面で、「どこへ」欄のch番号（1、2、3と
設定されている。）を変えることができます。ヘッド
エンドのch番号に合わせるときなどに利用します。

緑に変わります。

2テンキーでch番号（2桁）を設定します。

・1桁のch番号は最初の桁を0とします。
（例）13chに設定するとき。

2桁入力すると入力した番号に画面のCH表示が
変わります。

3 2系統ー［ 2］CHを指で押す。
緑に変わります。

4テンキーでch番号（2桁）を設定します。（2と同じ）

5 3系統ー［ 3］CHを指で押します。
緑に変わります。

6テンキーでch番号（2桁）を設定します。（2と同
じ）

映像放送CH設定 とじる 

系統選択 テンキー 

1系統 － CH1 1 2 3

4 5 6

7 8 9

0 クリア 

2系統 － CH2

3系統 － CH1 1

映像放送CH設定 とじる 

系統選択 テンキー 

1系統 － CH1 1 2 3

4 5 6

7 8 9

0 クリア 

2系統 － CH2

3系統 － CH1 1

映像放送CH設定 とじる 

系統選択 テンキー 

1系統 － CH1 3 1 2 3

4 5 6

7 8 9

0 クリア 

2系統 － CH2

3系統 － CH1 1

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 
環境設定 

映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

注：本設定では画面に表示されているチャンネルの設定の

みを行います。実際の放送チャンネルはヘッドエンド

側で設定します。
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映像放送CH設定の変更のしかた
■映像放送CH設定状態の終了
のしかた

1［とじる］を指で押します。

「スピーカー名称変更・環境設定」画面に戻りま
す。

2「スピーカー名称変更・環境設定」画面の［と
じる］を指で押します。

「スピーカー名称変更・環境設定」画面を終了し
「音声映像放送」画面に戻ります。

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 A-7 A-8 A-9 A- 
     1 0 A一斉 

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B- 
     1 0 B一斉 

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 

名称変更・環境設定 とじる 

G-1

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 環境設定 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 映像放送 
         CH設定 

データー 
管理 

映像放送CH設定 とじる 

系統選択 テンキー 

1系統 － CH1 1 2 3

4 5 6

7 8 9

0 クリア 

2系統 － CH2

3系統 － CH1 1
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データー管理のしかた

■データー管理メニューの出
しかた

1スピーカースイッチの名称変更状態の入りかた
（P54）の1～4の手順を行い、｢スピーカー名称変
更・環境設定｣画面を表示させます。

2 [データー管理]を指で押します。

「データー管理メニュー」パネルが表示されます。

■データーのバックアップ
下記のデーターを、フロッピーディスクにバックア
ップすることができます。
・ 音声／映像拡張パターンデーターの設定内容／名称
・ スピーカースイッチの名称（全校・屋内含む）
・ スピーカースイッチの配置（背景データーを含む）
・ 外部入力機器の名称

1「データー管理メニュー」パネルで[データーの
バックアップ]を選択して[実行]を押します。

2ディスク挿入のパネルが表示されるので、フロ
ッピーディスクを挿入します。挿入したら、キ
ーボードの[Insert]を押します。

未フォーマットのフロッピーディスクや、MS-

DOS＊1やWindows＊2でフォーマットされたフロ
ッピーディスクを挿入した場合は、下記のよう
なパネルが表示されます。

各種データーのバックアップ、復元、初期化を行い
ます。

キーボードが必要です。キーボードの接続のしか
たは、P47を参照してください。

ご注意

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 100

21 22 23 24 25 26 27 28 29 20 200

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 C-7 C-8 C-9 C- 
     1 0 C一斉 

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5 D-6 D-7 D-8 D-9 D- 
     1 0 D一斉 

E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6 E-7 E-8 E-9 E- 
     1 0 E一斉 

F-1 F-2 F-3 F-4 F-5 F-6 F-7 F-8 F-9 F- 
     1 0 F一斉 

G-2 G-3 G-4 G-5 G-6 G-7 G-8 G-9 G- 
     1 0 G一斉 G-1

とじる 

全  校 

全校 屋内 
屋  内 変  更 

スピーカー名 環境設定 
拡張パターン 
予 備 入 力 

入  換 データー 
管理 

映像放送 
         CH設定 

名称変更・環境設定 

実　行 終　了 

データー管理メニュー 

データーのバックアップ 

バックアップデーターの復元 

データーの初期化 

実　行 終　了 

データー管理メニュー 

データーのバックアップ 

バックアップデーターの復元 

データーの初期化 

取り消し 

フロッピーディスクを挿入し、 
Insertキーを押してください。 

・音声／映像の標準パターンに登録されたデーター
は、バックアップできません。
・3.5インチ2HDタイプのフロッピーディスクが1

枚必要です。あらかじめ、ご用意ください。

ご注意

取り消し  フォーマット  

ディスクのフォーマットが異なっています。 
フォーマットし直しますか。 

（パネルの表示内容は、ディスクの状態により異
なる場合があります。）
フォーマットしてもよい場合は、[フォーマット]

を押してください。

データ管理メニューを表示して操作するときは、
説明中に指示されているボタンまたはスイッチ以
外操作しないでください（誤動作の原因となりま
す）。

ご注意
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古いバックアップデーターを消去してもよい場
合は、[実行]を押してください。
消去したくない場合は、[取り消し]を押してくだ
さい。バックアップを中止します。

3バックアップが完了すると、ディスクを取り出
す旨のメッセージが画面下方に表示されるので、
指示に従ってディスクを取り出します。

4 ｢スピーカー名称変更・環境設定｣画面に戻るの
で、[とじる]を押します。

｢音声放送｣画面に戻ります。

■バックアップデーターの復元
下記のデーターを、フロッピーディスクから復元す
ることができます。
・音声／映像拡張パターンデーターの設定内容／名
称
・スピーカースイッチの名称（全校・屋内含む）
・スピーカースイッチの配置（背景データーを含む）
・外部入力機器の名称

1 ｢データー管理メニュー｣パネルで[バックアップ
データーの復元]を選択して[実行]を押します。

データー管理のしかた

2ディスク挿入のパネルが表示されるので、バッ
クアップデーターの入ったフロッピーディスク
を挿入し、キーボードの[Insert]を押します。

[フォーマット]を押した場合は、更に次のような
パネルが表示されます。

キーボードから適当なディスク名を入力し、[フ
ォーマット]を押してください。
[取り消し]を押せば、データーのバックアップを
中止します。
また、以前バックアップに使用したことのある
ディスクを挿入した場合は、次のようなパネル
が表示されます。

フォーマットしたくない場合は、[取り消し]を押
してください。データーのバックアップが中止
されます。
＊1 MS-DOSは、米国Microsoft社の登録商標です。
＊2 Windowsは、米国Microsoft社の商標です。

取り消し  詳細設定  フォーマット  

ディスク名を入力してください。 

取り消し 

フロッピーディスクを挿入し、 
Insertキーを押してください。 

実　行 終　了 

データー管理メニュー 

データーのバックアップ 

バックアップデーターの復元 

データーの初期化 

取り消し  実　行  

挿入されたディスクには、既にバックアップデーターが入っています。 
古いバックアップデーターは消去されますがよろしいですか。 

・本機の文字入力は、ローマ字かな変換方式です。
かなを直接入力することはできません。
・文字は全て全角です。半角は入力できません。
・文字入力の詳細については、電子マニュアル
（P78参照）の「システムの使い方：システムの
予備知識：文字を入力する」をご覧ください。

ご注意 3復元が完了すると、ディスクを取り出す旨のメ
ッセージが画面下方に表示されるので、指示に
従ってディスクを取り出します。

4画面の指示に従い、主電源スイッチを切ってく
ださい。

未フォーマットのフロッピーディスクや、MS-

DOSやWindowsでフォーマットされたフロッピ
ーディスクを挿入した場合は、フォーマット確
認のパネルが表示されますので[取り消し]を押し
てパネルを一度閉じ、ディスクを確認してもう
一度手順1から操作をやり直してください。
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■データーの初期化
下記のデーターを、工場出荷状態に戻します。
・音声／映像拡張パターンデーターの設定内容／名称
・音声／映像拡張パターンデーターの一部（残りのデーターは、制御部の初期化で初期化されます。）
・スピーカースイッチの名称（全校・屋内含む）
・スピーカースイッチの配置（背景データーを含む）
・外部入力機器の名称
・ラストワンメモリーの設定内容

1 ｢データー管理メニュー｣パネルで[データーの初
期化]を選択して[実行]を押します。

2確認のためパネルが表示されます。
内容を確認し、初期化してもよければ、[初期化]

を押します。[取り消し]を押すと初期化操作を中
止できます。

3データーの初期化完了後は、引き続き制御部の
初期化を行なう必要があります。
画面に初期化完了のパネルが表示されたら主電
源スイッチを切り、約5秒待って入れ直してくだ
さい。起動後、引き続き制御部の初期化を行な
ってください。
・制御部の初期化の手順は、次ページの「初期
化操作」!0～!6を参照してください。

・データーの初期化を行うと、変更していた各種データーは消去されます。
消去されたデーターを復元する必要がある場合は、必ず事前にバックアップを行ってください。音声・映
像標準パターンデーター及びラストワンメモリーは、バックアップを行っても復元できませんのでご注意
ください。
・本初期化の操作を行った後は、必ず制御部の初期化(次ページ!0～!6)を行ってください。いずれか片方だけ
の初期化しか行われていないと、一部のデーターが初期化されない場合があります。

ご注意

実　行 終　了 

データー管理メニュー 

データーのバックアップ 

バックアップデーターの復元 

データーの初期化 
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設置時の調整

■ディップスイッチ変更後の初期化

■チャイム放送の音量調整

AVステーション端子部のディップスイッチを出荷状態から変更（P28）したら、次の操作を行い初期化を行って
ください。

q主電源が切れている状態でディップスイッチの設定をします。
w主電源スイッチを入れます。
eセットアップ完了後、操作モニターにメッセージが表示され、操作部の電源が切れます。
r数秒間待ちます。その後、登録スイッチ→スタジオ連絡スイッチ→ラストワンメモリースイッチの順に押します。
登録スイッチを押したときにスイッチのLEDが点灯しなかった場合は、再度登録スイッチを押してください。

t操約作部の電源スイッチをONにします。
y「名称変更・環境設定」画面が開きます。
u[データー管理]を選択します。
i[データーの初期化]を選択し、[実行]を押します。
o確認パネルの[初期化]を押します。以上でデーターの初期化が終了します。
!0データーの初期化終了後、引き続き制御部の初期化を行います。
主電源スイッチを切り、約5秒間待って入れ直します。

!1登録スイッチ→スタジオ連絡スイッチ→一斉放送スイッチの順に押します。
!2操作パネルのLEDがすべて点灯後、消灯します。
!3パターンスイッチが順番に点灯し、少し待つとすべてのパターンスイッチが消灯したままになります。（初期
化完了）

!4主電源スイッチを切り、約5秒間待って入れ直します。
!5セットアップ完了後、数秒間待って操作パネルの電源スイッチを入れます。
!6取扱説明書を参照して、音声パターンと映像パターンの各7個のスイッチの内容を確認してください。操作画
面が説明書通りになっていれば完了です。

AVステーション端子部にある音量調整器で調整してください。（出荷時は定格レベルにセットしてあります。）

ワイヤレス 

アナウンスマイク チャイム LD/DVD

・この初期化操作を行なわないと、取扱説明書と操作画面の内容が合わなくなりますので必ず実施してくださ
い。(ディップスイッチの変更は、P28参照)

・増設時などに既設のディップスイッチを変更し、本初期化を行なう場合、音声・映像パターンで設定してい
る内容は全て消去されますので再設定してください。

ご注意
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■音声入出力の音量プリセット調整

■映像モニター1～3の明るさ調整

q主電源スイッチを切ります。
wケーブルカバーをはずします。（P15を参照）
e主電源スイッチを入れて、システムを立ち上げます。
r操作部の電源スイッチを入れます。
t音声放送1系統の［なにを］を押します。
「なにを」選択画面が開きます。
y［マイク］を選んで、［とじる］を押します。
u同じく1系統の「どこへ」欄で［全校］を選び、放送をONにします。
iアナウンスマイクから話して、その音を聞きながらAVステーション端子部の音声入力にあるPA OUT1 VRをま
わし、教室スピーカーへの出力音量を調整します。（3系統のときは、同様にPA OUT2 VR、PA OUT3 VRも調
整します。出荷時は定格出力にセットしてあります。）

o音声放送１系統の［なにを］を押します。
「なにを」選択画面が開きます。
!0「音声ミキサー」を選び、スライドボリュームを全て同じレベルにして、各機器の音声レベルをアナウンスマ
イクと比較します。レベルが合っていない場合は各機器のボリュームを調整します。（図参照）

!1音声のAUX1～3は、設定を変更して確認します。（P69参照）

VTR1 VTR1 VTR2 VTR3VTR3音声ミキサー テープ 

PA OUT1

音声出力 

音声入出力 

音声入力 

L

L
R

ライン 
(HE)1

ライン 
(HE)2

ライン 
(HE)3

出力 入力 

ワイヤレス 

マスター 
モニター1

マスター 
モニター2

モニタースピーカー1W/8Ω
スタジオ 
スピーカー1W/8Ω 電源制御ユニット スピーカーリレー出力 

スピーカーリレー出力 

レピーター リモコン 
マイク 

マルチ 
リモコン 

マイク 
入力1

マイク 
入力2

マイク 
入力3

コールサイン 
ボリューム 

アナウンスマイク チャイム V-AUX1 V-AUX2 V-AUX3 V-AUX4 AUX2 テープ AUX3/MD CD LD/DVD

PA OUT2 PA OUT3

＋ － R＋ － 1＋ － 2 H C K2＋ － 

L

R

L
R

PA OUT1 VR PA OUT2 VR
PA OUT3 VR

各機器のボリューム 

q映像モニター上部のキャップを外します。
wキャップの下にあるボリュームを回し、明るさを調整し
ます。

eキャップを元に戻します。

キャップ 

注：ツマミ付きのボリ

ュームは入力感度

調整用です
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映
　
像
　
放
　
送

動作の確認

■動作の確認

q各ユニットの動作確認をします。
w下表を参考に映像放送を確認します。
e各種リモコン動作が正しく行われるか確認します。
r音声放送を確認します。

音
　
声
　
放
　
送

項目 方法 チェック

一般映像出力
[放送]をONにしたとき、「なにを」で選択された映像がテレビの画面にそれぞ
れ映りますか。

モニター出力(モニター1～
3、マスターモニター)

各モニターに選択した映像が映りますか。

映像ミキサー出力
「なにを」で、映像ミキサーを選択し、A、Bの入力映像を次々に切り換えると
その映像がマスターモニターに表示されますか。（取扱説明書P45以降を参照）

VTR 1、3録画
マスターモニターをVTR1(3)に設定し、VTR1(3)録画選択画面の映像を次々と
切り換えたとき、切り換えた映像が録画されますか。

アナウンスマイク放送
「なにを」でアナウンスマイクを選択し、「どこへ」で[全校]を選択して放送し
たとき、すべての教室のスピーカーから音が聞こえますか。

他の音声放送
マイク1～3、テープレコーダーなどを放送したとき、全ての教室のスピーカ
ーから音が聞こえますか。

モニター
[モニター]で[ミキサー]を選択し、アナウンスマイク等の音量を上げたときモ
ニタースピーカーから音が聞こえますか。

VTRへのアフレコ(録音)
録画画面でVTR 3の[アフレコ]を選択し、アナウンスマイク等の音量を上げた
とき、VTR3のVUメーターが振れますか。

録音
テープレコーダーを録音状態にして「録音」でミキサーを選択しアナウンス
マイク等の音量を上げたとき、テープレコーダーのVUメーターが振れますか。
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スピーカー選択
スイッチ

スピーカー選択
スイッチ

チャイムリモコン

■スピーカーリレーの動作
(出荷時に次のように設定されています。)

●リモコンマイク（WR-105、110）のブロック放送パターン
リモコンマイクの各スピーカー選択スイッチを押すと、表のリレーが動作します。（WR-105はブロック1～5ま
で。）

●マルチリモコン（WR-300）のブロック放送パターン（8台とも共通）

●チャイムのブロック放送パターン

1系統 3系統

ブロック1
ブロック2
ブロック3
ブロック4
ブロック5
ブロック6
ブロック7
ブロック8
ブロック9
ブロック10

A-Gの1 がON
A-Gの2 がON
A-Gの3 がON
A-Gの4 がON
A-Gの5 がON
A-Gの6 がON
A-Gの7 がON
A-Gの8 がON
A-Gの9 がON
A-Gの10 がON

A-Gの1 がON
A-Gの2 がON
A-Gの3 がON
A-Gの4 がON
A-Gの5 がON
A-Gの6 がON
A-Gの7 がON
A-Gの8 がON
A-Gの9 がON
A-Gの10 がON

1系統 3系統

ブロック1
ブロック2
ブロック3
ブロック4
ブロック5
ブロック6
ブロック7
ブロック8
ブロック9
ブロック10

A-Gの1 がON
A-Gの2 がON
A-Gの3 がON
A-Gの4 がON
A-Gの5 がON
A-Gの6 がON
A-Gの7 がON
A-Gの8 がON
A-Gの9 がON
A-Gの10 がON

A-Gの1 がON
A-Gの2 がON
A-Gの3 がON
A-Gの4 がON
A-Gの5 がON
A-Gの6 がON
A-Gの7 がON
A-Gの8 がON
A-Gの9 がON
A-Gの10 がON

1系統 3系統

端子NO1

端子NO2

端子NO3

A-Gの緊急リレーON

動作せず

動作せず

A、D、Gの
緊急リレーON

B、Eの
緊急リレーON

C、Fの
緊急リレーON

各チャイムリモコン端子に信号を入力すると、表のリレーが動作します。
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上記の割当・設定の変更は本体のオフライン機能で行ないます。詳細は本説明書のP74以降を参照してくだ
さい。

音声放送

音声放送

全校
校内 CH1

CH2
CH3

●音声放送の全校と校内のリレー割当

1系統 3系統

リレーユニットAB..GのNO.1-10=ON
リレーユニットAB..GのNO.1-9=ON
なし
なし

リレーユニットAB..GのNO.1-10=ON
リレーユニットAD..GのNO.1-9=ON
リレーユニットB、EのNO.1-9=ON
リレーユニットC、FのNO.1-9=ON

緊急

●緊急放送のリレー割当

1系統 3系統

リレーユニットAB..GのNO.1-11=ON リレーユニットAB..GのNO.1-11=ON

ご注意

動作の確認
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入力設定・変更
■ラジオ・予備入力・レピー
ターなどを放送、録音する
とき（音声ミキサーA、B、Cの入力の設定）

音声ミキサーの音量つまみA、B、Cは、次のように3

入力の中から1つを選択することができます。

A：VTR1、音声予備1、3※1の中から1つ選択。
B：VTR2、ワイヤレス、音声予備2※1の中から1つ
選択。

C：VTR3、ラジオ、レピーターの中から1つ選択。

※1：予備入力の名称は設定により変わる場合があ
ります。

●（例）入力AをVTR1に設定します。

1音声放送画面の［入力設定］を指で押します。

入力設定画面が表示されます。

2［VTR1］（選択したいもの）を指で押します。

［VTR1］（選択したもの）が緑色に変わります。
・B、C入力も変更したい場合は、Aと同様に選択
します。

3［とじる］を指で押します。

音声、映像放送画面に戻ります。
10

8

6

4

2

0

テープ 

10

8

6

4

2

0

CD

10

8

6

4

2

0

A

VTR1

B C

10

8

6

4

2

0

10

8

6

4

2

0

・この画面を用いて「音声A、B、C設定」を変更
して、電源スイッチをOFFにすると、次の電源
ONからその内容が反映されます。
音声パターン（登録された内容）により変更され
た場合は一時的なもので上記の内容は保持されま
す。
・音声ミキサーA、Bに予備入力1～3を設定して使
用する場合は、あらかじめ予備入力レベル調整
つまみを回して正常な音量になるように調節し
てください。このとき、音声ミキサーのつまみA、
Bは中央付近に設定してください。

ご注意



1音声放送画面の［入力設定］を指で押します。

入力設定画面が表示されます。
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動作させるもの→緑（ON）に設定。
動作させないもの→白（OFF）に設定。
（ONに設定したものは、パネルの音声ミキサー
のLEDがそれぞれ点灯します。）

3設定が終わったら［とじる］を指で押します。

音声、映像放送画面に戻ります。

■音声ミキサーの設定
音声ミキサーの音量つまみを個別に有効または無効
にできます。無効にすると、該当する音量つまみを
操作しても音が出なくなります。

1音声放送画面の［入力設定］を指で押します。

入力設定画面が表示されます。

2音声ミキサーの動作させたい（動作させない：
OFF）入力を指で押します。

■VTR2入力コネクターの切り
換え

VTR2は、前面と後面に入力コネクターがあり、画面
上で切り換えられます。

2［前面］または［後面］を指で押します。

3設定が終了したら［とじる］を指で押します。

音声、映像放送画面に戻ります。

入力設定・変更
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音声・映像パターン操作の内容変更
■音声・映像パターン操作
本機は、予め放送や、録音、録画の操作を音声・映像37個（標準7個、拡張30個）のスイッチに登録しておき、
パターンスイッチを押すと、その内容を呼び出して動作します。出荷時は、標準パターン音声7つ・映像6つのパ
ターンが登録されています。

■内容変更・登録のしかた
新たに登録すると、前に登録されていた状態は消さ
れます。

（例）音声パターンスイッチz（個別放送1）「アナウ
ンスマイク」の音を個別指定されたスピーカー
に放送する。これを「テープ」の音を「全校」
のスピーカーに放送するように変更します。

1操作パネルの電源スイッチを押します。

操作モニターに音声、映像放送画面が出ます。

2音声パターンスイッチzを押します。

音声 
パターン 1 2 3 4 5 6 7 拡 

張 

3必要な変更を行います。

ここでは「なにを：アナウンスマイク→テープ」
「どこへ：個別→全校」の変更を行ないます。

q［なにを：アナウンスマイク］表示を押します。
（変更したいものを選択します）

［なにを］選択画面が表示されます。

w［テープ］を選択したのち［とじる］を指で押し
ます。

e［どこへ：全校］を指で押します。

［全校］が緑色に変わります。音声放送画面が表示されます。
（ここまではパターン操作と同じです。）
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4パターンスイッチへ登録します。パターンスイ
ッチへは、現在表示されている状態が登録され
ます。

q登録スイッチを押します。

登録スイッチのLED点灯する。

wスタジオ連絡スイッチを押します。

スイッチのLEDが3秒間点滅します。
rLED点滅中に再び音声パターンスイッチzを押しま
す。
LED点滅が止まり、登録されます。

t拡張パターンに登録したい場合は、q、wの操作
の後に音声パターン拡張スイッチを押します。音
声、映像放送画面の上に30個のスイッチが表示さ
れます。

y設定したいパターンスイッチを押します。登録確
認のパネルが表示されます。登録するときは[設定]

を、取り消すときは[取り消し]を選択します。

5音声放送でパターンスイッチを押したときに、
コールサインを流したい場合。

q登録スイッチを押します。
wスタジオ連絡スイッチを押します。
eコールサインスイッチを押します。(本来のコール
サイン機能は動作しません)

r音声パターンスイッチz (登録したいパターンスイ
ッチ)を押します。スイッチのLEDが3秒間点滅す
る。

tLED点滅中に再び音声パターンスイッチzを押しま
す。LED点滅が止まり、登録されます。

y拡張パターンに登録したい場合は、以下の通り操
作してくだい。
1. 登録スイッチを押します。
2. スタジオ連絡スイッチを押します。
3. 音声パターン拡張スイッチを押します。
音声、映像放送画面の上に30個のスイッチが表
示されます。

4. 30個のスイッチの左上部にある[コールサイン]ボ
タンを押して緑色にします。

5. 設定したいパターンスイッチを押します。登録
確認のパネルが表示されます。
登録するときは[設定]を、取り消すときは[取り
消し]を選択します。

6確認するには、操作パネルの電源スイッチを切
り、再び電源入りにして、音声パターンスイッ
チzを押すと、登録した画面が表示されます。

0
音声モニター 

10

一斉放送 
コールサイン スタジオ連絡 

ラストワン 
メモリー 登録 

緊急放送 

（本来のスタジオ連絡機能は動作しません）

e標準パターンに登録する場合は音声パターンスイ
ッチz（登録したいパターンスイッチ）を押しま
す。

音声 
パターン 1 2 3 4 5 6 7 拡 

張 

0
音声モニター 

10

一斉放送 
コールサイン スタジオ連絡 

ラストワン 
メモリー 登録 

緊急放送 

音声・映像パターン操作の内容変更



73

■新規設定登録のしかた

1音声放送、映像放送、録画について、各項目の
説明を参照しながら、必要な設定をしてくださ
い。

•音声パターンスイッチへの登録は、操作画面に現
在表示されている音声放送の状態が登録されま
す。

•映像パターンスイッチへの登録は、操作画面に現
在表示されている映像放送の状態が登録されま
す。

2操作画面設定ができたら、登録したいパターン
スイッチについて、前項4、5、6の手順で登録し
てください。(前に登録されていた状態は消され
ます。)

■入力設定内容について

音声・映像パターン登録時に、入力設定の音声ミキ
サーのA、B、C入力の設定を変更して登録した場合
は、音声パターンごとにA、B、C入力の設定を変更
することができます。またこのパターンスイッチを
押すことにより、初期のA、B、C入力設定と変わる
ことがありますので注意してください。

･ [なにを]、[録音]、[モニター]のいずれかで[音声
ミキサー]を選択してある場合に入力設定の[音声
ミキサーボリューム有効／無効]と[音声A、B、
C]のスイッチの内容が登録されます。
･ [録音]で[音声A、B、C]のどれかを選択してある
場合には、対応する入力設定[A、B、C]のスイッ
チの内容が登録されます。

ご注意

･ 映像放送の［なにを］［モニター］［録画］のど
こにも［映像ミキサー］が設定されていない場
合、映像ミキサー画面の設定内容はパターンス
イッチには登録されません。
（WL-AV200Aの場合）
･ パターンの登録内容を変更した場合、取扱説明
書の前半部分の内容と動作が変わります。
利用者の方にご確認の上、内容変更を行なって
ください。また、取扱説明書の最後にある「パ
ターン登録内容記述シート」などを利用し、利
用者の方に設定内容・操作方法がわかるように
してください。

ご注意
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オフライン機能

■オフライン機能の立ち上げ

オフライン機能では、各リレーの音声放送系統との関連付け、リモコンブロックの優先順位の設定、及び各リモ
コンブロックで制御するリレーの設定が行なえます。

q主電源スイッチを入れ、システムを起動します。
起動するとタッチパネル画面の表示がいったん消
えます。

w操作パネルの登録スイッチを押します（LED点灯を
確認）。

eスタジオ連絡スイッチを押します。
rコールサインスイッチを押します。
t電源スイッチを押します。
オフライン機能が立ち上がると、下図のようなパネ
ルオフラインモードメニューが表示されます。

実　行 終　了 

オフラインモードメニュー 

リレー接続先の設定 

リモコンの優先順位 

ブロック放送の設定 

設　定 取り消し 

各リレーユニットの接続先を設定してください。 

1系統 リレーユニットＡ： 2系統 3系統 

1系統 リレーユニットＢ： 2系統 3系統 

1系統 リレーユニットＣ： 2系統 3系統 

1系統 リレーユニットＤ： 2系統 3系統 

1系統 リレーユニットＥ： 2系統 3系統 

1系統 リレーユニットＦ： 2系統 3系統 

1系統 リレーユニットＧ： 2系統 3系統 

■オフライン機能の終了

■リレー接続先の設定

オフラインモードメニューパネルの[終了]を押すと、
オフラインモードから抜けます。

qオフラインモードメニューを表示させ、[リレー接
続先の設定]を選択して[実行]を押します。
リレー接続先設定パネルが表示されます。

w各リレーユニットの接続先の系統を選択します。
リレーユニットAが本体内蔵のリレーユニット、B

～Gが増設リレーユニットを示します。増設リレー
ユニットの項目は、増設した台数に応じて一部が
操作不能となります。例えば3台増設を行なった場
合は、リレーユニットE～Gの選択肢は表示がかす
れて設定できなくなります。また、音声系統が1系
統に設定されている場合は、全て[1系統]が選択状
態となり、他の選択肢はかすれて選択できません。

e全てのリレーユニットの接続先を設定したら、[設
定]を押します。設定内容が保存されてオフライン
モードメニューのパネルに戻ります。なお、設定
を取り消したい場合は、[取り消し]を押してくださ
い。設定内容を廃棄してオフラインモードメニュー
のパネルに戻ります。

本機では最大7までのリレーユニット(6台増設のとき、
本体内蔵分を含む)をシステムに接続することができ
ますが、各リレーユニットが音声放送のどの系統に
属するのかを設定します。

工場出荷状態（初期化直後）の音声標準パターン1～
3は、標準のリレー接続先設定を前提にした動作を
行います。
このため、リレー接続先の設定を変更すると、これ
らのパターン動作内容が変わります。リレー接続先
の設定に合わせて、音声パターンを再設定（Ｐ71）
してください。

ご注意
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■リモコンの優先順位の設定

各リモコンブロックの優先順位を設定します。優先
順位は1～3の3種類あり、少ない数字に設定するほど
優先して動作します。複数のブロックを同じ優先順
位にすることも可能です。優先順位が同じに設定さ
れた場合、動作時は後押し優先となります。

qオフラインモードメニューを表示させ、[リモコン
の優先順位]を選択して[実行]を押します。リモコ
ン優先順位設定パネルが表示されます。

設　定 取り消し 

各リモコンブロックの優先順位を設定してください。 
（１：最高、３：最低） 

１ ２ ３ AVステーション： 

１ ２ ３ マルチ１： 

１ ２ ３ マルチ２： 

１ ２ ３ マルチ３： 

１ ２ ３ マルチ４： 

１ ２ ３ 一般リモコン： 

１ ２ ３ チャイムリモコン： 

１ ２ ３ マルチ５： 

１ ２ ３ マルチ６： 

１ ２ ３ マルチ７： 

１ ２ ３ マルチ８： 

w各リモコンブロックの優先順位を設定します。
マルチ1～8は、接続されているマルチリモコンの数
に応じて一部が操作できなくなります。
例えば4台のマルチリモコンが接続されている場合、
マルチ5～8の選択肢の表示がかすれて選択できなく
なります。

e全てのリモコンブロックの優先順位を設定したら、
[設定]を押します。設定内容が保存されてオフライ
ンモードメニューのパネルに戻ります。なお、設
定を取り消したい場合は、[取り消し]を押してくだ
さい。設定内容を廃棄してオフラインモードメニ
ューのパネルに戻ります。

■ブロック放送の設定

各リモコン系統で制御するリレーを設定します。

qオフラインモードメニューを表示させ、[ブロック
放送の設定]を選択して[実行]を押します。
リモコン系統選択パネルが表示されます。

設　定 終　了 

設定するリモコン系統を選択してください。 

全校放送 

屋内放送 

チャイムリモコン 

一般リモコン 

マルチリモコン 

wリレー設定するリモコン系統を選択し、[設定]を押
します。

チャイムリモコンの優先順位は、ディップスイッチ
の設定（P28参照）に影響されます。
「チャイム優先放送カット」の場合：上記設定が有
効になります。（通常はチャイムリモコンを最優先
に設定します。）
「等レベルミキシング」「チャイム優先・放送ダウン」
の場合：音声はミキシングとなるため、AVステー
ションとチャイムリモコンの優先関係は無効となり
ます。
なお、P36「ご注意」も合わせてご確認ください。

ご注意
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オフライン機能

設　定 取り消し 

リレーの設定を行ってください。 

マルチリモコン番号： １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

ブロック番号： 

ユニット  接続先 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

Ａ 1系統 
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 一斉 

Ｂ 1系統 

Ｃ 1系統 

Ｄ 1系統 

Ｅ 1系統 

Ｆ 1系統 

Ｇ 1系統 

リレー設定のパネルが表示されます。 t接続されているリレーユニットの個々のリレーに
ついて、制御するかどうか設定します。
ボタンが押されてインジケーターが点灯している
状態は、そのリレーを制御対象にすることを示し
ます。
インジケーターが消灯の状態は、そのリレーを制
御対象にしないことを示します。
インジケーターの点灯／消灯は、そのボタンを押
す毎に切り換わります。

y全てのリレーを設定したら、[設定]を押します。設
定内容が保存されてリモコン系統選択のパネルに
戻ります。一般リモコンやマルチリモコンの場合
は、[設定]を押さずにブロック番号やマルチリモコ
ン番号を選択し直すことで、他のブロックや他の
マルチリモコンに対する設定を一度に行なうこと
もできます。
なお、設定を取り消したい場合は、[取り消し]を押
してください。設定内容を廃棄してリモコン系統
選択のパネルに戻ります。

u続いて他のリモコン系統の設定を行なう場合は、
次のリモコン系統を選択して[設定]を押します。
リモコン系統の設定を終わる場合は、[終了]を押し
ます。オフラインモードメニューのパネルに戻り
ます。

一番上の[マルチリモコン番号]は、リモコン系統選
択パネルで[マルチリモコン]が選択されたときのみ
選択可能です。その他の場合はかすれて選択でき
ません。また、[マルチリモコン]が選択された場合
も、接続されているマルチリモコンの台数を越え
る選択肢はかすれて選択できません。
2番目の[ブロック番号]は、リモコン系統選択パネ
ルで[一般リモコン]または[マルチリモコン]が選択
されたときのみ選択可能です。その他の場合はか
すれて選択できません。
以降のA～Gの行は各々のリレーユニットに対応し
ており、増設台数に応じて一部が操作できなくな
ります。例えば、リレーユニットが3台増設されて
いる場合は、E～Gの各行のボタンがかすれて操作
できなくなります。

eマルチリモコンの設定を行なう場合は、マルチリ
モコン番号を選択します。

r一般リモコンまたはマルチリモコンの設定を行な
う場合は、更にブロック番号を選択します。

オフライン機能の操作中は、電源スイッチや音声／
映像パターンスイッチなどのタッチパネル画面以外
の操作は行なわないでください。
（誤作動を起こす場合があります。）

ご注意
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故障の自己診断機能
故障と思われる場合には、次の手順で自己診断を行っ
てください。

操作パネル電源スイッチOFF状態で、
q登録スイッチを押す。
wスタジオ連絡スイッチを押す。
e電源スイッチを押す。

操作モニターに次の画面が表示されます。エラーが
表示された場合、症状とエラー内容を販売店にご連
絡ください。

●“EEPROM書換回数＝1＊＊＊＊＊”というメッ
セージが表示されたら、ROMの書換寿命が近づ
いています。交換を依頼してください。寿命がく
ると、パターン設定の内容登録が消える場合があ
ります。

システムチェック結果・バージョン表示 

ＡＶプロセッサ　エラー エラーなし 5

ボリュームコントロール 
　　　　　ＣＰＵ部　エラー 

エラーなし 5

操作ＣＰＵ部エラー エラーなし 5

ＲＯＭバージョン ＊．＊ 
（実装されているROMバージョン表示） 

5

音声・映像放送 

[音声・映像放送]を押すと、音声標準パターン・映
像標準パターンが一時的に初期化された状態でシ
ステムが立ち上がります。登録した標準パターン
の内容は一時無効となりますので、通常は使用し
ないでください。
電源を入れ直すと、登録されたパターン設定の内
容に戻ります。

r表示内容を確認したら、再び電源スイッチを押し
て、電源を切ります。

なお、一斉放送スイッチを押しながら主電源スイ
ッチを入れると、操作部の自己診断ができます。
LEDの付いたボタンを押すと、押している間だけ
LEDが点灯します。
音声ミキサー音量つまみは、中央よりに上げると
上部LEDが点灯します。
確認が終わったら、主電源スイッチを切ってくだ
さい。電源を再投入する場合は、電源OFF後5秒程
待ってからONしてください。

自己診断機能の実行中は、上記e、rに記述されて
いる操作以外は行なわないでください。音声／映像
パターンスイッチを押したり、電源スイッチを誤っ
て押した場合、誤動作を起こす場合があります。

ご注意
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終了 
保存 
表示 
編集 
保護 
仮身操作 
実身操作 
ディスク操作 
表示 
ウィンドウ 
小物 
実行 

Ｅ 

スピーカーレイアウト変更 
マニュアル参照 
ディスク集め 
原紙集め 
FD複製 
ユーザ辞書 
外字エディタ 
メモリメータ 
図形回転 
タッチパネル調整 
アプリ複写 
システム変更 
HDインストーラ 
ディスク修復 
MS変換 

電子マニュアルの使いかた

■電子マニュアルの使いかた

本機には、図形の編集等に関する電子化されたマニ
ュアルが入っています。
ここでは、この電子マニュアルの使いかたについて
説明します。
電子マニュアルは、マウスでの操作を前提としてい
ますので、マウスを接続してからお使いください。
（マウスの接続については、P49を参照してください。）

qAVステーションの主電源を入れます。システムが
起動すると、操作モニター画面表示がいったん消
えます。消えたことを確認してから、操作パネル
の電源を入れてください。

●電子マニュアルを起動する

wマウスの右ボタンをクリックする(押してすぐに放
す)とメニューが表示されますので、[小物]の項目
までカーソルを移動します。[小物]メニューの子メ
ニューが表示されますので、[マニュアル参照]の項
目までカーソルを移動させ、[マニュアル参照]が反
転表示されたことを確認してから、左ボタンをク
リックします。(親メニュー・子メニューの内容は、
システムの状態によって変わります。)

参照したい項目を選択し、「参照」をクリックしてください。 

「自由配置」の背景の作り方 
 システムの使い方 
 ＥＴユーティリティ 
 基本図形編集  
 

参　照 再 検 索 

マニュアル一覧 

([マニュアル一覧]ウィンドウの内容はシステムの状
態により変化しますので、この図の通り表示されな
い場合があります。)

r[参照]上でマウスの左ボタンをクリックすると、選
んだ項目のマニュアルが表示されます。

tマニュアル表示をやめたい場合は、ウィンドウ左
上の＜ ＞にマウスを移動させ、左ボタンを素早
く2回クリックしてください。ウィンドウが閉じま
す。

e[マニュアル一覧]のウィンドウが開きますので、参
照したい項目にカーソルを移動させ、マウスの左
ボタンをクリックします。インジケーターが表示
されます。

小物メニュー中の「タッチパネル調整」「アプリ複
写」「システム変更」「HDインストーラ」「ディス
ク修復」「MS変換」は、弊社が保守用に使用する
ためのツールです。誤って操作するとシステムに
重大な支障を来す恐れがありますので、ご使用に
ならないでください。
なお、上記以外の小物については、本書または電
子マニュアルに使用方法・説明がありますので、
必要に応じて参照してください。

ご注意
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●電子マニュアルのウィンドウ
[マニュアル一覧]の[参照]スイッチをクリックした直
後のウィンドウは、次のように簡単な文章と仮身(短
冊型の図形)が表示されています。

電子マニュアルのウィンドウ各部の名称と機能を以
下に示します。

システムの予備知識 

操作のしかた 

こんなときは… 

☆参照したい項目のピクトグラムをダブルクリックしてください。 

システムの使いかた 

システムの使い方 

●ウィンドウの操作

処理を選ぶ（メニュー） 

キーとの組合せ 
　　キーを押しながら、マウスを使うという方法もあります。 

メニューボタンを押す 
　　メニューボタンを押すと、処理の選択を行なうためのメニューが現れ 
　　ます。 

参照 

マウスを使う 

r

t

q w

e

q(ウィンドウの)ピクトグラム：
このピクトグラムをダブルクリックすると、ウィ
ンドウを閉じることができます。ウィンドウが閉
じられると、開かれる前の状態に戻ります。

wウィンドウタイトル：
ウィンドウを開く元となった仮身の名称が表示さ
れます(内容を変更することはできません)。

eウィンドウ表示領域：
マニュアルの内容が表示される領域です。tで説
明する「仮身」を除き、この領域内に表示されて
いる内容は操作できません。

それぞれの仮身は、製本されたマニュアルの「章」
や「節」に対応します。

仮身の「 」(この絵のことを「ピクトグラム」と
言います)の位置にマウスを移動させ、左ボタンを2回
素早くクリック(この操作のことを「ダブルクリック」
と言います)すると、その仮身の名前に対応したウィ
ンドウが新たに開き、内容が表示されます。

つまり、「章」や「節」の内容を見たいときは、
q見たい仮身のピクトグラムにマウスを移動させ、
wマウスの左ボタンをダブルクリックする
という操作を行なえば良いことになります。

「章」の仮身を開くと、その中には更に「節」の仮身
が入っている場合があります。このようにしてウィ
ンドウをダブルクリックで次々と開いて行くことで、
目的の機能を説明した文章までたどり着くことがで
きます。
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電子マニュアルの使いかた
rスクロールバー：
この例のように一画面に収まりきらない内容が表示
されたとき、見えない部分を表示させる(スクロー
ルさせる)ときに操作します。スクロールの操作に
は、次の3種類があります。
1. スムーススクロール
スクロールバーの灰色の部分にマウスを移動さ
せ、左ボタンを押したままにします。
押している間、その方向へ徐々にスクロールされ
ます。

2. エリアスクロール
スクロールバーの灰色の部分をダブルクリックし
ます。
一画面弱の領域が、まとまってスクロールされま
す。

3. ジャンプスクロール
スクロールバーの[ノブ](白い部分)にマウスを移
動させると、手の形が＜ ＞に変わります。こ
の状態でマウスの左ボタンを押したままにする
と、手の形が更に＜ ＞へ変わりますので、そ
のままマウスを上や下の方向に動かします。ボタ
ンを放すと、その位置にノブが移動し、ノブの位
置に対応した場所にスクロールされます。

t仮身
前で説明した「章」や「節」に該当する仮身のほか、
参照すべき内容が仮身として表示される場合があり
ます。いずれの仮身も、ピクトグラムをダブルクリ
ックするとウィンドウに開くことができます。

参考
「システムの使い方」の中の「システムの予備知識」
の中の「実身と仮身」などで、仮身の説明を行うため
に仮身の「絵」を表示している個所があります。これ
はあくまで絵ですので、ウィンドウに開くことはでき
ません。
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お打ち合わせシート
音声パターンや映像パターンなどの各種設定を打ち合せするときには、次ページからの表をご利用ください。
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お打ち合わせシート

入力設定

音　　声
パターン
設　　定

音　　声
パターン
名　　称

出力設定

1. 音声パターン

出力設定

プリセット

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

ア
ナ
ウ
ン
ス
マ
イ
ク

C

D

C

D
A B C

マ
イ
ク
1

マ
イ
ク
2

マ
イ
ク
3

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

放
　
　
送

録
　
　
音

モ
ニ
タ
ーア

ナ
ウ
ン
ス
マ
イ
ク

音声ミキサー

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

2. 映像パターン

A : VTR1、音声予備1、音声予備3 B : VTR2、ワイヤレス、音声予備2 C : VTR3、ラジオ、レピーター

モ
ニ
タ
ー
２
へ

モ
ニ
タ
ー
１
へ

入力設定

映　　像
パターン
設　　定

映　　像
パターン
名　　称

カメラ L

D
V
T
R
3

V
T
R
1
へ

V
T
R
3
へ

V
T
R
2

V
T
R
1 A B

カ
メ
ラ
1

カ
メ
ラ
2

カ
メ
ラ
3

カ
メ
ラ
4

O
H
C

系
統
1
へ

系
統
2
へ

系
統
3
へ

モ
ニ
タ
ー
３
へ

マ
ス
タ
ー
モ
ニ
タ
ー
へ

VTR ミキサー 放送 録画 モニター

(1)

(2)

系
統
1

系
統
2

系
統
3



83

なにを

リモコン
ブロック
名　　称

どこへ

なにを

音　　声
パターン
名　　称

どこへ A

放
送
先

リレー名称

スピーカーNo 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

B C

3. 音声パターンと放送先

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

放
送
先

リレー名称

スピーカーNo 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

A B C

4. リモコン放送と放送先

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)
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■
映
像
系
統
図

スーパー 
発生回路 1

AVリモコン／通常放送切換 

1 
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3

1 
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3

Y 
C 
Y 
C

Y 
C 
Y 
C 
Y 
C
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3
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